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令和６年(2024年) 2 月１日現在
人口6万9092人 前月比 127人減
男：３万3587人 女：３万5505人
世帯 ３万4068世帯
動き 出生 13人 死亡 83人
(１月分) 転入 171人 転出 228人

今
月
の
主
な
内
容

　４部門の八幡の魅力（「やわたと京阪」「やわたの食」「やわたの秋」「や
わたと大切な人（生き物）」）をテーマに令和５年11月１日～12月17日に
実施した企画の京阪賞と各部門の金賞に選ばれた作品です。ご応募をい
ただいた皆さん、ありがとうございました。

　全入賞作品および佳作は、右記ＱＲコード
から市ホームページでご覧いただけます。
問秘書広報課（☎983-1087）

１「やわたと京阪」部門　京阪賞　@papamanphotoさん
２「やわたの食」部門　金　賞　@sumik.okoさん
３「やわたの秋」部門　金　賞　@yang_wen_leさん
４ 「やわたと大切な人（生き物）」部門
　 　　　　　　　　　　金　賞　@ask_mom_photographerさん

八幡市×八幡市観光協会×京阪ホールディングス連携企画１

２

３

４

背割堤さくらまつり　 ２面
八幡市低所得世帯物価高騰対策支援給付金、学生によ
る男山地域一帯のまちづくり案　関大院生が最優秀
「スポーツ庁長官賞」など　 ３面
東日本大震災から13年　教訓を生かし平時から備えを
など　 ４面
住民税・所得税・復興特別所得税の申告、バイク等の
譲渡・廃車は３月末までに手続きを　 ５面
高額医療・高額介護合算制度、保険証を４月に更新、
令和６年４月から一部区域でごみの収集曜日が変わり
ますなど 　６面
男山公民館でリユース太陽光パネルの設置実証事業を

実施、３月は自殺対策強化月間など　 ７面
新中学１年生へ子育て支援医療費受給者証を送付、
第二回松花堂昭乗イラストコンテスト・第七回徒然
草エッセイ大賞受賞者決まるなど　 ８面
大きくな～れ、子育てすくすく　 ９面
情報ひろば（市政、募集、イベント、講座・教室、
スポーツ）　 10・11面
相談、年金、短信、生活、図書館　 12・13面
保健医療（健康診査・相談、予防接種ほか）
　 14・15面
まちの話題（フレイルの日記念イベント2024、お茶
学習、市防災講演会、今月のこの人）　 16面
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　ソメイヨシノ約220本からなる約1.4㎞も続く桜
のトンネルは圧巻で、堤防の斜面に沿って伸びた

枝ぶりも見応え十分。さらに、さくらであい館展望塔
（地上約25ｍ）からは、桜並木の絶景が一望できます。
※開催期間中は、展望塔の入場料金が必要です。

　ご協力のお願い　
　背割堤さくらまつりに入場する際に１人100円の
「運営協力金」をお願いしています（６歳未満は無料）。
　運営協力金は警備員・誘導員配置、仮設トイレ、
ごみ処理、桜の保護・育成・新規植樹などに使われ
ます。皆さんのご理解とご協力をお願いします。

問商工観光課（☎983‒2853）

　さくらまつりの期間中は、選りすぐりの美味しいものが並ぶ「さくらマ
ルシェ」や、船上からお花見を満喫できる「さくらであいクルーズ」など、
楽しい催しが盛りだくさん。例年、数十万人の花見客でにぎわう人気のお
花見スポットに出かけませんか。
　イベントの最新情報などは右下のＱＲコードを読み込み、ご覧ください。

　開催期間中の注意事項　
　さくらまつりの期間中は、駐車場の利用制限や通行
止めを行います。ご理解とご協力をお願いします。
■一般車両の駐車場はありません
　会場には一般車用駐車場がありません。市営駐車場・
臨時駐車場も開場しませんので、公共交通機関をご利
用ください。
※３月23日（土）～４月２日（火）は、阪急
電車西山天王山駅とさくらであい館を
結ぶシャトルバスを運行します。運行
時刻や運賃など詳しくは、こちらのＱＲコードから。
■付近の車両交通についての注意

▼車両の通行止め
　期間中の土・日曜日は、京阪電車放生川踏切から八
幡市営駐車場南側の交差点まで車両の通行止めを行い
ます。
日　時　３月23日（土）、
24日（日）、30日（土）、
31日（日）、４月６日（土）、
７日（日）の午前９時～
午後６時
※交通状況により、規制
する期間を延長、また
は短縮する場合があり
ます。最新の規制状況
は、右記ＱＲコードの
専用ホームページから確認してくださ
い。
※通行止め道路付近にお住まいで、車両
の通行が必要な人は、３月１日（金）
以降に八幡警察署に「通行禁止道路通行許可証」の
発行申請をしてください。

▼市営駐車場の入庫制限
　次の期間は、さくらまつり開催に伴い、市営駐車場
の入庫はできません（出庫は可能）。
日　時　３月23日（土）～４月７日（日）
　　　　午前８時～午後６時
※桜の開花状況により、期間を変更する場合がありま
す。

問背割堤さくらまつり実行委員会（☎633‒5120）

◆さくらであいクルーズ
◆お花見船Ｅボート
　宇治川を下りながら水上からゆったり桜
を楽しめます。

＝写真上

＝同下

◆

さ
く
ら
マ
ル
シ
ェ

　

新
鮮
野
菜
、
グ
ル
メ
、
ス
イ
ー
ツ

な
ど
35
店
が
出
店
予
定
。

◆さくらのお話ツアー
　背割堤の桜や周辺の観光スポットな
ど、ガイドの説明を聞きながら、桜のト
ンネルを歩きます。

３月23日（土）～４月７日（日）
午前９時～午後５時
淀川河川公園背割堤地区

展
望
塔
か
ら
見
た

背
割
堤
の
桜
並
木

約
1.4
㌔
絶
景
を
一
望

見どころ

背
割
堤
さ
く
ら
ま
つ
り

令
和
６
年

　

令
和
６
年
度
の
予
算
案
を
発
表
し
ま

し
た
。
２
月
26
日
開
会
の
市
議
会
で
審

議
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

市
長
に
就
任
し
て
か
ら
痛
感
し
た
の

は
、「
少
子
高
齢
化
」
が
市
民
生
活
や

実
体
経
済
に
重
い
影
を
落
と
し
て
い
る

と
い
う
現
実
で
す
。
さ
ら
に
、
人
手
不

足
は
各
種
業
界
に
重
く
の
し
か
か
り
、

社
会
保
障
費
の
増
大
は
、
皆
さ
ん
の
生

活
実
感
を
悪
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
「
人
・
モ
ノ
・
お
金
」
す
べ
て
の
総

量
が
縮
小
し
て
い
く
中
、
他
か
ら
「
取

り
残
さ
れ
な
い
」
ま
ち
づ
く
り
が
不
可

欠
で
す
。都
市
部
に
位
置
す
る
八
幡
も
、

「
ま
ち
の
魅
力
」
を
磨
き
、
働
く
先
・

住
ま
う
先
・
訪
れ
る
先
と
し
て
「
選
ば

れ
る
」
ま
ち
で
在
り
つ
づ
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
観
点
で
、
石
清
水
八
幡
宮
駅

周
辺
再
整
備
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り

構
想
へ
の
費
用
や
、
子
育
て
の
負
担
感

を
軽
減
す
る
「
小
中
学
校
給
食
費
の

負
担
軽
減
」「
こ
ど
も
医
療
費
の
無
償

化
」、
教
育
・
保
育
環
境
の
充
実
に
努

め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
高
齢
者
の
皆
さ

ん
が
、
い
き
い
き
と
健
康
に
過
ご
す
た

め
の
健
康
施
策
、
公
共
交
通
再
編
検
討

な
ど
に
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
は
あ

り
ま
す
が
、
配
分
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
も
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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　エネルギー・食料品価格等の物価高騰による影響を受けている低所得世帯に対して、給付金を支給します。
　なお、本給付金は差押禁止等および非課税の対象となります。
※❷と❸については、２月27日(火)に提出する補正予算案が可決され次第、取り組みます。

①住民税非課税世帯に対する給付 ②住民税均等割のみ課税世帯に対する給付
■金額　１世帯あたり７万円
■支給対象者　令和５年12月１日時点で本市に住民票があり、世帯
全員の令和５年度住民税均等割が非課税である世帯の世帯主
■申請方法
ア＝手続きが不要な人(プッシュ型)
　低所得世帯物価高騰対策支援給付金(３万円)を世帯主名義口座
で受給した世帯には、２月16日(金)に振込済。
イ＝手続きが必要な人
ア以外の世帯には、すでに確認書を送付していますので、５月
31日(金)(当日消印有効)までに確認書と添付書類を返送してくだ
さい。
※確認書に記載のＱＲコードを読み込み、電子申請をすることもで
きます。

■金額　１世帯あたり10万円
■支給対象者　令和５年12月１日時点で本市に住民票があり、令和５年度住民税
均等割のみ課税世帯の世帯主
■申請方法
ウ＝手続きが不要な人（プッシュ型）
　公金受取口座を登録済みの対象見込世帯および生活支援課で過去に実施した
給付金を世帯主名義口座で受給した対象見込世帯には、３月上旬より通知を発
送し、同じ口座に通知に記載の日程で振込。
　なお、次に該当する場合（支給要件に該当しない、振込先を変更したい、給
付を辞退したい）は通知に記載の期日までに必ずコールセンターへご連絡くだ
さい。
エ＝手続きが必要な人
　　ウ以外の世帯には、３月上旬より順次確認書を送付しています。８月30日(金)
(当日消印有効)までに確認書と添付書類を返送してください。
※確認書に記載のＱＲコードを読み込み、電子申請をすることもできます。

③こども加算 ④低所得世帯物価高騰対策支援給付金(３万円給付金)の特例
■金額　子ども１人あたり５万円
■支給対象者 ❶と❷の対象世帯であり18歳以下(平成17年４月２
日生まれ以降)の子どもと同一世帯の世帯主
※申請手続き等の詳細は、分かり次第、広報やわたや市ホームペー
ジ等でお知らせします。

■金額　１世帯あたり３万円
■支給対象者　令和５年６月２日以降に本市に転入した世帯で、転入前市町村の
基準日が本市と異なるため、転入前市町村で３万円の受給資格がなかった令和
５年度住民税均等割非課税世帯の世帯主
■申請方法　申請が必要なため、まずはお問い合わせください。申請期限は３月
15日(金)までのため、お早めに。

八幡市低所得世帯物価高騰対策支援給付金

※❶❷❸については、住民税課税者の扶養親族のみで構成される世
帯を除きます。
※生活支援課で実施している給付金について、個別に送付先を変更
したい場合はお問い合わせください。
※❸の加算対象となる児童の範囲の特例として、次の場合も申請に
より対象となります。
・支給対象者と同一世帯の令和５年12月２日以降に生まれた新生児
・別世帯であるが、支給対象者が扶養している児童

注意事項 ■次の要件を満たす場合は支給対象となる可能性があります。その場合、申請
が必要ですのでお問い合わせください。
・令和５年度は配偶者に扶養されているが、令和５年12月１日までに離婚等を
している場合
・令和５年12月１日より後に子ども連れで離婚した場合
・修正申告等により❶や❷の支給対象者となった場合
・令和５年12月１日より前にさかのぼって住民登録を行った場合
・配偶者等からの暴力等を理由に避難している人で、八幡市に住民票を移すこ
とができなかった場合
・上記のほか、対象見込世帯と思われるが、通知が届かない場合

問低所得世帯物価高騰対策支援給付金担当（☎981‒5505）

　

昨
年
、
関
西
大
学
大
学
院

理
工
学
研
究
科
環
境
都
市
工

学
専
攻
の
学
生
４
人
は
、
男

山
地
域
で
活
動
し
て
き
た
経

験
を
活
か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
庁

が
実
施
し
た
「
ス
ポ
ー
ツ
・

健
康
ま
ち
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン

学
生
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
２

０
２
３
」
に
「
男
山
ス
ポ
ー

ツ
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
」
と
題
し

た
作
品
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

本
作
品
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を

切
り
口
に
健
康
促
進
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
生
み
出
す
ま
ち

を
描
い
た
も
の
。審
査
で
は
、

地
域
の
分
析
力
や
実
現
可
能

性
の
高
い
点
な
ど
が
評
価
さ

れ
、
最
優
秀
賞
と
な
る
ス
ポ

ー
ツ
庁
長
官
賞
（
デ
ザ
イ
ン

部
門
）を
昨
年
11
月
に
受
賞
。

１
月
25
日
に
は
、
市
役
所
で

川
田
市
長
に
受
賞
作
品
の
発

表
を
行
い
ま
し
た
。

　

詳
細
は
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
中
で

す
（
上
記
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
ア
ク
セ

ス
可
）。

問市民協働推進課（☎983‒5749）

と
の
交
流
会
な
ど
の
取
組
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
報
告
会
で
は
、行
政
、

事
業
者
、
大
学
の
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
１
年
間
の
取
組
や
、

こ
の
10
年
間
の
各
取
組
の
成
果

を
共
有
し
、
こ
れ
ら
の
取
組
を

今
後
も
継
続
し
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

報
告
会
の
資
料
は
、
上
記
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
ア
ク
セ
ス

し
、
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

　

男
山
地
域
ま
ち
づ
く
り
連
携

協
定
に
基
づ
き
、
令
和
５
年
度

の
取
組
の
成
果
な
ど
を
発
表
す

る
年
次
報
告
会
＝
写
真
＝
を
２

月
８
日
に
市
役
所
で
行
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
の
主
な
取
組
と
し

て
、地
域
活
動
の
交
流
拠
点「
だ

ん
だ
ん
テ
ラ
ス
」
の
開
設
や
、

地
域
子
育
て
支
援
施
設
「
お
ひ

さ
ま
テ
ラ
ス
」
の
開
設
、
地
域

包
括
ケ
ア
複
合
施
設
Ｙ
Ｍ
Ｂ
Ｔ

の
整
備
、
Ｕ
Ｒ
に
よ
る
住
戸
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
外
国
人
住
民

第
10
回
男
山
地
域
ま
ち
づ
く
り
連
携
協
定
年
次
報
告
会
を
開
催

学生による男山地域一帯のまちづくり案

関
大
院
生
が
最
優
秀

「
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官
賞
」賞状を授与した橋場スポーツ庁審議官（左から２人目）と関大院生

携
協
定
」
を
締
結
し
、
相
互

に
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、

男
山
地
域
の
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
市
と
関
西
大
学
、
Ｕ
Ｒ

都
市
機
構
は
、
平
成
25
年
10

月
に
京
都
府
立
ち
会
い
の
下

「
男
山
地
域
ま
ち
づ
く
り
連
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を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
必
需
品
を
優
先

し
て
非
常
用
持
出
袋
に
入
れ
、

寝
室
や
玄
関
に
置
い
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
最
近
で
は
、
１
０
０

円
シ
ョ
ッ
プ
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ

ー
な
ど
で
防
災
グ
ッ
ズ
を
購
入

で
き
ま
す
の
で
、
確
認
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

▼
避
難
す
る
場
所
の
確
認

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
＝
写
真
＝

や
市
防
災
ア
プ
リ
な
ど
で
地
震

発
生
時
の
指
定
緊
急
避
難
場
所

や
指
定
避
難
所
を
確
認
し
ま
し

ょ
う
。
あ
わ
せ
て
、
親
戚
や
友

人
宅
等
へ
の
避
難
の
検
討
や
家

族
の
集
合
場
所
に
つ
い
て
話
を

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
災
害
の
種
別
に
よ
っ
て
避
難

す
る
場
所
が
異
な
り
ま
す
。
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
人

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
在
宅
の
障

が
い
の
あ
る
人
や
、
高
齢
者
等
で
災
害
時

に
避
難
支
援
を
必
要
と
す
る
が
、
家
族
等

に
よ
る
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

人▼
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、
療
育
手

帳
Ａ
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

の
い
ず
れ
か
を
所
持

▼
介
護
保
険
要
介
護
度
３
以
上

▼
満
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

▼
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
場
合

■
申
請
方
法

　

支
援
を
希
望
す
る
人
は
、
災
害
時
要
援

護
者
台
帳
へ
の
登
録
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
（
申
請
書
は
福
祉
総
務
課
窓
口
と
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
可
）。

※
登
録
の
際
、
同
台
帳
の
内
容
を
関
係
団

体
等
に
情
報
提
供
す
る
こ
と
に
同
意
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
対
象
と
な
り
得
る
人
に
は
１
月

19
日
付
で
事
業
案
内
や
登
録
申
請
書
等
を

送
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

■
避
難
支
援
者
と
し
て

　
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い

　

支
援
体
制
づ
く
り
に
は
、
避
難
支
援
者

が
必
要
で
す
。

　

要
援
護
者
の
も
と
に
駆
け
付
け
る
こ
と

が
で
き
る
隣
近
所
の
人
な
ど
、
自
治
会
や

民
生
児
童
委
員
協
議
会
か
ら
要
援
護
者
の

避
難
支
援
者
と
し
て
依
頼
が
あ
れ
ば
、
力

を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。
登
録
し
て
い
た
だ

け
る
場
合
は
、
福
祉
総
務
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

災
害
時
に

避
難
支
援
が
必
要
な
人
は

登
録
を

問
福
祉
総
務
課（
☎
９
８
３
・
３
０
５
８
）

　

災
害
時
に
自
力
で
安
全
な
場
所
へ
避
難

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
（
要
援
護
者
）

を
対
象
に
、
地
域
や
近
隣
の
人
々
の
協
力

と
支
え
合
い
を
基
本
と
し
た
情
報
の
伝
達

や
避
難
の
支
援
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

問危機管理課（☎983‒3200）

　

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
「
東
日
本

大
震
災
」
か
ら
、
３
月
11
日
で
13
年
を
迎

え
ま
す
。

　

本
市
で
も
、
平
成
30
年
６
月
18
日
に
発

生
し
た
大
阪
府
北
部
地
震
に
よ
り
、
市
内

の
多
く
の
家
屋
等
が
損
壊
し
、
人
的
被
害

も
出
る
な
ど
の
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
全
国
の
ど
こ
か
で
地
震
が
発

生
し
、
本
年
１
月
１
日
に
は
「
令
和
６
年

能
登
半
島
地
震
」が
発
生
す
る
な
ど
、い
つ

ど
こ
で
被
災
す
る
か
わ
か
ら
ず
、
危
機
と

隣
り
合
わ
せ
の
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
経
験
を
自
分
事
と
し
て
と
ら

え
、
近
い
将
来
、
非
常
に
高
い
確
率
で
発

生
す
る
と
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど

に
平
時
か
ら
備
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

の
が
多
く
存
在
し
ま
す
。
特
に

木
造
住
宅
は
、
地
震
に
よ
る
倒

壊
等
の
被
害
が
発
生
す
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。

　

地
震
に
よ
る
被
害
を
未
然
に

防
止
し
、
被
害
を
軽
減
す
る
た

め
、
耐
震
診
断
を
実
施
し
、
ご

自
宅
の
耐
震
性
を
把
握
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
耐
震
診
断
の
結
果
、

耐
震
性
が
不
十
分
で
あ
っ
た
場

合
は
、
耐
震
改
修
な
ど
を
検
討

し
ま
し
ょ
う
。

▼
家
具
・
家
電
等
へ
の
対
策

　

寝
室
や
子
ど
も
部
屋
に
は
で

き
る
だ
け
家
具
を
多
く
置
か
な

い
よ
う
に
し
、
転
倒
防
止
や
飛

散
防
止
グ
ッ
ズ
等
を
使
用
し
た

り
、
ド
ア
や
廊
下
等
の
逃
げ
道

を
確
保
す
る
た
め
、
家
具
の
向

き
や
配
置
を
考
え
る
な
ど
、

様
々
な
工
夫
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

▼
食
料
・
生
活
用
品
の

　
備
蓄
対
策

　

市
に
お
い
て
、
必
要
最
低
限

の
物
は
備
蓄
し
て
い
ま
す
が
、

各
家
庭
に
お
い
て
も
、
個
人
で

７
日
分
以
上
（
最
低
３
日
分
）

の
食
料
や
生
活
用
品
等
の
備
蓄

品
を
用
意
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
日
常
生
活
で
、
備
蓄
品
の

中
か
ら
食
べ
た
り
使
っ
た
り
し

た
ら
買
い
足
す
「
ロ
ー
リ
ン
グ

ス
ト
ッ
ク
法
」を
活
用
す
る
と
、

備
蓄
品
を
新
し
い
状
態
で
保
て

る
ほ
か
、
普
段
か
ら
防
災
用
品

教
訓
生
か
し

平
時
か
ら
備
え
を

東日本大震災から13年

大阪府北部地震では
市内で家屋損壊や人的被害が発生

▼
建
物
の
耐
震
性
を
確
認

　

昭
和
56
年
以
前
の
旧
耐
震
基

準
に
よ
っ
て
建
築
さ
れ
た
建
物

は
、
耐
震
性
が
十
分
で
な
い
も

八幡市防災アプリ

　

緊
急
地
震
速
報
が
鳴
っ
た

時
や
揺
れ
を
感
じ
た
時
に

は
、
た
だ
ち
に
倒
れ
る
可
能

性
の
あ
る
も
の
か
ら
離
れ

❶
「
姿
勢
を
低
く
し
」

❷
「
頭
を
守
り
」

❸
「
動
か
な
い
」

と
い
っ
た
安
全
行
動
を
と
り

ま
し
ょ
う
。

　

揺
れ
が
収
ま
り
周
囲
の
安

全
を
確
認
し
た
後
、
余
震
に

注
意
し
、
公
園
や
グ
ラ
ウ
ン

ド
な
ど
の
指
定
緊
急
避
難
場

所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

▼
災
害
時
の
情
報
収
集

　

災
害
情
報
や
避
難
情
報
・

避
難
所
開
設
情
報
な
ど
災

害
時
の
情
報
収
集
に
は
、
市

防
災
ア
プ
リ
が
大
変
便
利
で

す
。

　

重
要
な
情
報
は
プ
ッ
シ
ュ

通
知
で
お
届
け
し
、
ホ
ー
ム

ボ
タ
ン
の
色
で
危
険
度
を
お

知
ら
せ
す
る
な
ど
、
簡
単
に

様
々
な
情
報
を
確
認
で
き
ま

す
。

　

市
防
災
ア
プ
リ
は
、
下
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。
平
時
か
ら

災
害
に
対
す
る
備
え
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

ただちに安全行動

も
し
地
震
が
発
生
し
た
ら

家
庭
で
の
備
え

Android iOS

（写真はいずれも平成30年６月23日撮影）

大阪府北部地震により、ブルーシ
ートで補修している市内の家屋

倒壊した数寄屋門
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住民税・所得税・復興特別所得税の申告

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
郵
送
に
よ
る
提
出
に
ご
協
力
を
！

車　種 問い合わせ先
●原動機付自転車125cc以下
　（特定小型原動機付自転車を含む）
●農耕作業用自動車
　（トラクター等）
●小型特殊自動車
　（フォークリフト等）
●ミニカー

【廃車手続きに必要なもの】
ナンバープレート、本人確認書類（代理人が手
続きを行う場合は委任状と代理人の本人確認書
類）、標識交付証明書（なくても可）
問市役所税務課市民税係
　（☎983-1113、2164）

●二輪の小型自動車
　（総排気量250cc超）
●二輪の軽自動車
　（総排気量125cc超250cc以下）

問京都運輸支局（☎050-5540-2061）

●三輪または四輪の軽自動車 問軽自動車検査協会（☎050-3816-1844）

　

所
有
し
て
い
る
軽
自
動
車

や
バ
イ
ク
等
が
盗
難
の
被
害

に
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
警
察

に
盗
難
届
を
提
出
し
、
受
理

番
号
を
持
参
の
う
え
、
３
月

末
ま
で
に
廃
車
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
譲
渡
や
解
体

な
ど
を
し
た
場
合
も
同
様
に

手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

は
、
４
月
１
日
現
在
に
軽
自

動
車
を
所
有
す
る
人
に
課
税

さ
れ
る
た
め
、
４
月
２
日
以

降
に
廃
車
等
を
さ
れ
て
も
、

そ
の
年
度
の
軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）
は
全
額
納
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
該
当
す

る
人
は
３
月
末
ま
で
に
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問税務課市民税係（☎983‒1113、2164）

バイク等の譲渡・廃車は
３月末までに手続きを

税の申告相談会場のご案内
※今年は２の申告会場の場所を変更しています。

１ 宇治税務署
　　　問手続等に関するもの＝国税相談専用ダイヤル（☎0570-00-5901）
　　　　申告会場の開設に関するもの＝宇治税務署（☎0774-44-4141）

開催日程 場　所 時　間 申告の種類

３月15日(金)まで
※土・日を除く。

宇治税務署
１階

相談受付時間
午前９時～
午後４時

▲

土地・建物・株式
等の譲渡所得、雑
損控除、住宅借入
金等特別控除、贈
与税や相続税等の
申告

※入場には「入場整理券」が必要です。入場整理券は国税庁公式ＬＩＮＥで
事前発行および同会場で当日発行します。なお、入場整理券の配付状況に
応じて、早めに相談受付を終了する場合がありますので、ご了承ください。
※税務署の駐車場(障がい者用駐車場を除く)は、利用できません。臨時駐車
場（税務署から西へ約500m）をご利用ください。

※原則、会場ではご自身でスマホまたはパソコンの操作をお願いしています。
※筆記用具や計算器具は用意していないため、ボールペンや電卓等を持参し
てください。
※税務署ではコピーサービスを行っていないため、控えが必要な場合は、事
前にコピーをお願いします。

２ 市職員による申告相談会場
　　　問税務課市民税係（☎983-1113、2164）

開催日程 場　所 時　間 申告の種類

３月15日(金)まで
※土・日を除く。

市役所税務課
市民税係(２
階22番窓口)

午前８時30分～
午後５時15分

▲

住民税(市民税・
府民税)申告

文化センター
３階

受付時間
午前９時～
午後４時
※定員になり次
第締切。

相談時間
午前９時～正午
午後１時～４時

▲

住民税(市民税・
府民税)申告▲

簡易な所得税の確
定申告(公的年金
等所得者・給与所
得者の申告)
※市職員のみの対応
となるため、相談・
受付できる種類が
限られます。

※受付の準備が整い次第、当日分の番号札を配付します。
※混雑状況により、長時間の待機や、早めに受付を終了する場合があります。
※筆記用具や計算器具を持参してください。また、咳や発熱等の症状や体調
がすぐれない人の入場はご遠慮ください。
※駐車場に限りがありますので、可能な限り公共交通機関でお越しください。

所得税および
復興特別所得税（国税）の
確定申告

問国税相談専用ダイヤル（☎0570‒00‒5901） 
※音声案内に従い、「０」番を選択した後、用件を話して
ください。
　文化センター３階申告会場で必要な主なもの　　　　

▼給与・年金等の源泉徴収票

▼各種控除に必要な書類
・生命保険料や地震保険料控除証明書
・社会保険料や国民年金などの控除証明書または領収書
・寄附金の控除証明書または領収書
・医療費控除の明細書

▼筆記用具と計算器具

▼（公金受取口座を登録または利用される人のみ）マイナ
ンバーカードの写し、または番号確認書類と身元確認書
類の写し
※番号確認書類＝通知カードまたはマイナンバー記載の住
民票の写し
※身元確認書類＝運転免許証や公的医療保険の被保険者証
など

▼（還付申告の場合のみ）申告相談者の口座情報がわかる
もの

▼確定申告書の作成に必要な情報を記載した「確定申告の
お知らせ」ハガキ（お持ちの人のみ）

◆　　　　　　　◆　　　　　　　◆

住民税（市・府民税）の申告
問税務課市民税係（☎983‒1113、2164）

　住民税の申告が必要な人　　　　　　　　　　　　　　
・令和６年１月１日現在、八幡市内に住所があり、令和５
年に所得(収入)があった人など
　申告に必要な主なもの　　　　　　　　　　　　　　　

▼前述「所得税および復興特別所得税（国税）の確定申告」
の「文化センター３階申告会場で必要な主なもの」のと
おり
※マイナンバーカードは原本でも可（郵送の場合は写しを
同封）
　住民税の申告が不要な人　　　　　　　　　　　　　　

▼所得税および復興特別所得税の確定申告書を提出した人

▼収入が給与所得のみで、勤務先から市に「給与支払報告
書」が提出されている人

▼令和５年中に所得がなかった人
※令和６年度の非課税（所得）証明書が必要な人は申告が
必要です。このほか、国民健康保険料、介護保険料、後
期高齢者医療保険料、障害基礎年金、老齢福祉年金など
の算定に影響が出る場合は、必ず申告してください。
※申告が不要な人でも、扶養控除・生命保険料控除・地震
保険料控除等の申告をされた場合、住民税額が下がる場
合があります。

告決算書などが簡単・便利に作成でき、
その申告書等はｅ‒Ｔａｘで提出できま
す。
　作成した申告書等を書面で提出する場
合は「大阪国税局業務センター阪神分室」
（〒661‒8521　兵庫県尼崎市若王寺３‒
11‒46）へ直接郵送してください。
　住民税の申告は郵送による提出も可能
ですが、申告書の作成が困難な人は、申
告会場ほか市役所２階税務課市民税係ま
でご相談ください。

　例年、確定申告会場は大変混雑するこ
とが予想されます。そのため、税務署で
はご自身のスマホやご自宅等のパソコン
を利用して申告ができるｅ－Ｔａｘ（電
子申告）の利用を推奨しています。
　国税庁ホームページ「確定申告書等作
成コーナー」（左記のＱＲコードからア

クセス可）の画面案内に
沿って入力すれば、税額
等が自動計算され、所得
税の確定申告書や青色申
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八
幡
市
国
民
健
康
保
険
（
国

保
）
の
保
険
証
を
４
月
に
更
新

し
ま
す
（
有
効
期
間
は
令
和
７

年
12
月
１
日
ま
で
。
た
だ
し
、

有
効
期
間
内
に
75
歳
に
な
る

人
は
誕
生
日
の
前
日
ま
で
。

外
国
人
は
在
留
期
限
の
翌
日
ま

で
）。

　

保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い

人
に
は
、
３
月
中
旬
に
簡
易
書

留
で
郵
送
し
ま
す
。
届
い
て
い

な
い
場
合
は
、
国
保
医
療
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
令
和
７
年
12
月
２
日
以
降
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険

証
利
用
を
登
録
し
て
い
な
い
人

に
は
、
紙
の
保
険
証
に
代
わ
る

「
資
格
確
認
書
」
を
送
付
す
る

予
定
で
す
。

※
旧
保
険
証
は
、
４
月
１
日
以

降
、
国
保
医
療
課
へ
返
還
ま
た

は
細
か
く
裁
断
す
る
な
ど
、
確

実
に
処
分
を
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
証
を
４
月
に
更
新

■70歳未満の人
所得金額(※) 区　分 限度額

901万円を超える ア 212万円

600万円を超え901万円以下 イ 141万円
210万円を超え600万円以下 ウ 67万円
210万円以下 エ 60万円
市民税非課税世帯 オ 34万円
※所得金額＝総所得金額等から基礎控除を引いたもの。

■70歳以上の人
所得区分 限度額

現
役
並
み

所
得
者

現役並みⅢ(住民税課税所得690万円以上) 212万円
現役並みⅡ(住民税課税所得380万円以上) 141万円
現役並みⅠ(住民税課税所得145万円以上) 67万円

一　　般 56万円
低所得Ⅱ(※１) 31万円
低所得Ⅰ(※２) 19万円(※３)

※１市民税非課税世帯で、低所得Ⅰ以外の人。
※２市民税非課税世帯で、その世帯の各所得が必要経費・控除(年金の所

得が控除額を80万円として計算、給与所得者は給与所得からさらに
10万円を控除)を差し引いたときに０円となる人。

※３低所得Ⅰで介護サービス利用者が複数いる世帯は、限度額が異なり
ます。

問国保医療課（☎983‒2962〈国保〉､ ☎983‒2976〈後期〉）

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
被
保
険
者
が
、
対
象
期

間
（
令
和
４
年
８
月
１
日
〜

令
和
５
年
７
月
31
日
）
に
支

払
っ
た
健
康
保
険
と
介
護
保

険
の
自
己
負
担
額
を
合
算
し

て
、
表
の
限
度
額
を
５
０
０

円
以
上
超
え
た
場
合
、
そ
の

超
え
た
金
額
を
支
給
し
ま
す
。

　

対
象
期
間
中
に
八
幡
市
の

国
保
に
継
続
し
て
加
入
し

て
い
た
人
と
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
加
入
し
て
い

た
人
に
は
、
３
月
下
旬
か
ら

順
次
、
支
給
の
お
知
ら
せ

を
送
付
す
る
予
定
で
す
の

で
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

他
市
町
村
か
ら
転
入
し
た

人
や
、
他
の
健
康
保
険
等
に

加
入
し
て
い
た
人
は
、
そ
の

自
己
負
担
額
も
合
算
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
令
和
５
年
７

月
31
日
時
点
で
加
入
し
て
い

た
健
康
保
険
の
窓
口
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
医
療
と
介
護
の
両
方
の
自

己
負
担
が
あ
る
世
帯
が
対
象

で
す
。
入
院
時
の
食
事
代
や

保
険
が
き
か
な
い
差
額
ベ
ッ

ド
料
、
各
種
文
書
料
な
ど
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

高
額
医
療
・

高
額
介
護
合
算
制
度

国民健康保険 ／ 後期高齢者医療制度

国
保
の
届
け
出
は
14
日
以
内
に

（例）令和５年10月に会社を辞めて、
　　令和６年３月に
　　国保の加入届け出をした場合

さかのぼって
保険料を納付

令和５年10月
（国保加入資格発生）

令和６年３月
（届け出をしたとき）

▼ ▼

問国保医療課国保年金係（☎983‒2962）

　

私
た
ち
は
何
ら
か
の
健
康
保

険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
健
康
保
険
に
は
、
全
国

健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん

ぽ
）、
健
康
保
険
組
合
（
組
合

健
保
）、
共
済
組
合
な
ど
の
健

康
保
険
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険（
国
保
）は
、

こ
れ
ら
の
健
康
保
険
に
加
入
で

き
な
い
人
が
加
入
す
る
健
康
保

険
で
す
。
家
族
の
加
入
し
て
い

る
健
康
保
険
な
ど
の
扶
養
（
同

居
し
て
い
な
く
て
も
加
入
で
き

る
場
合
あ
り
）
に
入
れ
な
い
場

合
や
、
そ
れ
ま
で
加
入
し
て
い

た
健
康
保
険
の
任
意
継
続
の
保

険
に
加
入
さ
れ
な
い
場
合
は
、

国
保
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

負
担
と
な
り
ま
す
。

■
交
通
事
故
に

　
あ
っ
た
時
も
届
け
出
を

　

交
通
事
故
に
あ
っ
た
時
は
、

す
ぐ
に
国
保
医
療
課
に
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
を
す
れ

ば
国
民
健
康
保
険
証
を
使
っ
て

治
療
を
受
け
て
い
た
だ
け
ま
す

（
一
時
的
に
国
保
が
医
療
費
を

立
て
替
え
、
加
害
者
に
請
求
し

ま
す
）。

　

就
職
や
退
職
、
転
入
や
転
出

な
ど
に
伴
っ
て
国
保
の
加
入
や

脱
退
の
手
続
き
が
必
要
に
な
っ

た
場
合
は
、
必
ず
14
日
以
内
に

国
保
医
療
課
に
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。
届
け
出
に
必
要
な
も
の

は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
上
記
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
込
み
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

■
加
入
手
続
き
が
遅
れ
る
と

　

届
け
出
を
し
た
日
か
ら
で
は

な
く
、
国
保
の
加
入
資
格
が
発

生
し
た
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん（
遡
及
制
度
）。
ま
た
、

そ
の
間
の
医
療
費
は
全
額
自
己

問市税に関すること＝税務課市民税係（☎983‒2481）、
　国民健康保険料に関すること＝国保医療課国保年金係（☎983‒2962）

市税等の納付は便利な口座振替のご利用を
　国民健康保険料（第10期分）の
納期限は４月１日（月）です。納
期限までに市税等取扱金融機関や
コンビニ、スマホ決済（ＰａｙＰ
ａｙ、ＬＩＮＥ Ｐａｙ）、市役所
で納付をお願いします。

　口座振替をご希望の人は、引き
落としを希望する月の前月15日ま
でに口座振替依頼書を市税等取扱
金融機関（市外の金融機関に依頼
書がない場合あり）や市役所へ提
出してください。

※ゆうちょ銀行をご利用の場合
は、直接ゆうちょ銀行へお申し
込みください。

※納期限までに納付がない場合は
督促状（督促手数料100円を加
算）を送付し、京都府と京都市
を除く府内25市町村で組織する
広域連合「京都地方税機構」に
徴収事務を移管します。

　

令
和
６
年
４
月
か
ら
一
部
区
域

に
お
い
て
、
プ
ラ
マ
ー
ク
製
品
と

燃
や
さ
な
い
ご
み
の
収
集
曜
日
が

変
わ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

他
の
区
域
は
、
収
集
曜
日
に
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
３
月
中
旬
ご
ろ
に
全
戸

配
布
す
る
チ
ラ
シ
「
令
和
６
年
度

八
幡
市
環
境
事
務
所
か
ら
の
お
知

ら
せ
」
に
は
、
ご
み
の
出
し
方
等

を
掲
載
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

令和６年４月から一部区域でごみの収集曜日が変わります

問環境業務課（☎983‒5340）

区域名 プラマーク製品・燃やさないごみ
変更前 変更後

男山泉（橋本南山線より東側） 木 水
男山松里（橋本南山線より北東部） 水 火
美濃山千原谷 月 水
八幡安居塚（北側：主要道路沿い集積場） 水 火
八幡中ノ山（87番地） 水 火
八幡福禄谷
※プラマーク製品・燃やさないごみが火曜日の区域は変更なし。 水 火

※燃やすごみの収集曜日の変更はありません。
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問消防本部（☎981‒4119）

　令和５年中に市内で発生した火災件数
や救急・救助の出動状況などをまとめま
した。
　総出動件数は4870件（１日平均13件）
でした。
　火災発生件数は16件（建物９件、車両
５件、その他２件）で、そのうち、火災
による負傷者は３人で、死者はおりませ

んでした。
　火災以外の出動は、救急支援・焼却・
その他等が342件、救急出動が49件あり
ました。
　救急出動件数は、4463件、搬送人員は
4032人でした。主な内訳は、急病が2719
人（約67％）、一般負傷621件（約15％）、
交通事故340人（約８％）となっています。

令和５年　火災救急救助の統計まとまる

問消防本部予防課（☎981‒0304）

　

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
急
速
な

普
及
に
伴
い
、
今
後
廃
棄
さ

れ
る
パ
ネ
ル
が
大
量
に
発
生

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
と
循
環
型
社
会
形
成

の
同
時
実
現
を
目
指
す
施
策

と
し
て
、
７
㌔
・
㍗
の
リ
ユ

ー
ス
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
男
山

公
民
館
に
設
置
し
、
発
電
量

や
パ
ネ
ル
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

リ
ユ
ー
ス
太
陽
光
パ
ネ
ル

の
導
入
は
、
太
陽
光
パ
ネ
ル

の
資
源
循
環
の
た
め
、
社
会

的
に
求
め
ら
れ
て
い
る
取
り

組
み
で
あ
る
も
の
の
、
特
に

自
治
体
で
は
導
入
例
が
少
な

く
、
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て

設
置
す
る
こ
と
で
、
リ
ユ
ー

ス
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
普
及
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

火災・救急統計
令和６年１月 昨年同月

火災出動 3件 3件
火災以外の出動 33件 44件
救急出動 395件 436件
搬送人員 368人 369人

誤 正
建築面積 501.12㎡ 504.17㎡
延床面積 903.00㎡ 929.45㎡

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

先
月
号
の
広
報
や
わ
た

２
面
「
八
幡
市
消
防
署
東

部
分
署
が
完
成
」
の
記
事

に
お
い
て
、
建
築
概
要
の

内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
正
し
く
は
表
の
と
お

り
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂

正
い
た
し
ま
す
。

「火を消して 不安を消して つなぐ未来」 令
和
６
年
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

３
月
１
日（
金
）〜
７
日（
木
）

住宅防火いのちを守る10のポイント
（令和５年度全国統一防火標語）

●
早
朝
駅
前
街
頭
広
報

　

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
の
実
施
期
間
に
合
わ
せ

て
、
次
の
日
時
に
街
頭
広
報
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時　
３
月
１
日
（
金
）
午
前
７
時
30
分
〜
８
時

▼
場
所　
京
阪
石
清
水
八
幡
宮
駅
前
お
よ
び
京
阪
橋
本

駅
前

●
４
つ
の
習
慣

▼
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な

い
、
さ
せ
な
い
。

▼
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や

す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

▼
こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の

そ
ば
を
離
れ
な
い
。

▼
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清

掃
し
、
不
必
要
な
プ
ラ
グ
は

抜
く
。

●
６
つ
の
対
策

▼
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め

に
、
ス
ト
ー
ブ
や
こ
ん
ろ
等

は
安
全
装
置
の
付
い
た
機
器

を
使
用
す
る
。

▼
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め

に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

定
期
的
に
点
検
し
、
10
年
を

目
安
に
交
換
す
る
。

▼
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め

に
、
部
屋
を
整
理
整
頓
し
、

寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ

ン
は
、防
炎
品
を
使
用
す
る
。

▼
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
消
火
器
等
を
設
置

し
、
使
い
方
を
確
認
し
て
お

く
。

▼
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
は
、
避
難
経
路
と
避
難

方
法
を
常
に
確
保
し
、
備
え

て
お
く
。

▼
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、

戸
別
訪
問
な
ど
に
よ
り
、
地

域
ぐ
る
み
の
防
火
対
策
を
行

う
。

男山公民館で
リユース太陽光パネルの
設置実証事業を実施

男山公民館に設置したリユース太陽光パネル（写真上）
と、環境政策課に設置されたモニタリング画面（同下）

問環境政策課（☎983‒2795）

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

▼京都府自殺ストップセンター
　☎0570‒7

な

8
や

3
み

‒7
なくなる

97
 　※年中無休。24時間対応。

▼京都いのちの電話
　☎864‒4343

※年中無休。24時間対応。

相談機関はこちら

　

厚
生
労
働
省
が
公
表
し
て

い
る
「
地
域
に
お
け
る
自
殺

の
基
礎
資
料
」
に
よ
る
と
、

令
和
４
年
中
の
全
国
の
自
殺

者
数
は
２
万
１
８
８
１
人
、

京
都
府
は
３
７
５
人
で
し
た
。

　

自
殺
は
「
心
理
的
に
追
い

込
ま
れ
た
末
の
死
」
で
「
防

ぐ
こ
と
の
で
き
る
社
会
的
な

問
題
」と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

悩
み
や
心
配
と
い
っ
た
気

持
ち
を
お
持
ち
の
人
は
、
ひ

と
り
で
抱
え
な
い
で
く
だ
さ

い
。
専
門
機
関
へ
の
相
談
ほ

か
、
家
族
・
友
人
・
同
僚
な

ど
に
気
持
ち
を
伝
え
て
く
だ

さ
い
。

ひとりで悩まず相談を

問健康推進課（☎983‒1116）

　気軽にこころの健康状態をチ
ェックできるシステム「こころ
の体温計」を導入しています。
パソコンやスマホから簡単な質
問に答えることで、ストレス度
や落ち込み度などのこころの状

態をチェックできます。
　利用料無料（通信料は自己負
担）で、個人情報の入力も不要
です。ご自身や家族、大切な人
のこころのケアにお役立てくだ
さい。

「こころの体温計」でメンタルチェック
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新中学１年生へ
子育て支援医療費受給者証を送付

問家庭支援課（☎983‒1112）

　子育て世代の経済的負担の軽減を図
るため、中学３年生までを対象に入院・
通院時の医療費を助成しています。
　新中学１年生に有効期限を令和９年
３月まで延長した受給者証（白色・さく
ら色の計２通）を３月中に送付します。
※中学生は入院と通院で提出する受給

者証が異なりますので、ご注意くだ
さい。
※生活保護など、他の公的医療制度を
受けているのに受給者証が届いた人
や、対象年齢の範囲内にもかかわら
ず、受給者証をお持ちでない人は、
お問い合わせください。

■助成内容
０歳～小学生 中学生

入　

院

受給者証（白色）
【自己負担額】
１カ月200円
※１医療機関ごと、
　医科・歯科別。

受給者証（白色）
【自己負担額】
１カ月200円
※１医療機関ごと、
　医科・歯科別。

通　

院

受給者証（さくら色）
【自己負担額】
１カ月200円
※１医療機関ごと、
　医科・歯科別。

※０歳～小学生の受給者証は白色１枚です。

　

第
七
回
徒
然
草
エ
ッ
セ
イ
大

賞
の
受
賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し

た
。

　
「
と
き
め
き
」
を
テ
ー
マ
に

　

第
二
回
松
花
堂
昭
乗
イ
ラ
ス

ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
受
賞
作
品
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　
「
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
全
国

か
ら
イ
ラ
ス
ト
作
品
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
26
都
道
府
県
か
ら

合
計
５
８
８
件
（
高
校
生
の
部

83
件
、中
学
生
の
部
１
９
７
件
、

小
学
生
の
部
３
０
８
件
）
の
応

募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

各
受
賞
者
の
決
定
に
伴
い
、

２
月
３
日
に
授
賞
式
を
市
役
所

で
開
催
し
、
表
彰
と
受
賞
作
品

を
発
表
し
ま
し
た
。

　

大
賞
と
特
別
賞
、
各
部
門
の

問生涯学習課（☎983‒3088）

ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
）
に
掲
載

し
て
い
る
ほ
か
、
４
月
19
日

（
金
）
ま
で
市
役
所
１
階
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
（
平
日
の
み
）
に
展

示
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◆

一
般
の
部

高た
か

山や
ま

恵え

利り

子こ

　
　
　
「
幸
せ
の
匂
い
の
す
る
家
」

◆

中
学
生
の
部

太お
お

田た

理り

穂ほ

　
　
　
「
魔
法
の
箱
と
幸
せ
な
時
間
」

◆

小
学
生
の
部

溝み
ぞ

上う
え　

ふ
み

　
　
　
「
私
の
妹
と
私
の
願
い
」

大　賞大　賞 安
や す

永
な が

桃
も も

歌
か

　「40億年後の夜」

第二回松花堂昭乗イラストコンテスト 第七回徒然草エッセイ大賞受賞者決まる

全
国
か
ら
エ
ッ
セ
イ
（
随
筆
）

作
品
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
46

都
道
府
県
お
よ
び
海
外
２
カ
国

か
ら
合
計
２
４
０
４
件
（
一
般

の
部
１
１
６
１
件
、
中
学
生
の

部
７
４
４
件
、
小
学
生
の
部
４

９
９
件
）
の
応
募
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

各
部
門
の
大
賞
受
賞
者
と
作

品
名
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬

称
略
）。

　

全
受
賞
作
品
等
は
、
３
月
18

日
（
月
）
か
ら
専
用
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
ア
ク
セ
ス
可
）
に
掲
載
し
ま

す
。
ま
た
、
受
賞
作
品
を
掲
載

し
た
入
選
作
品

集
（
貸
出
用
）

は
各
市
民
図
書

館
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

授
賞
式
を
配
信
し
ま
す

　

３
月
16
日
（
土
）
に
石
清
水

八
幡
宮
で
開
催
す
る
授
賞
式
を

オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
し
ま
す
。

詳
細
は
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

最
優
秀
賞
の
受
賞
者
と
作
品
名

は
次
の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
）。

　

受
賞
作
品
等

は
、
専
用
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
上

記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

最  優  秀  賞 ◆ 高校生の部 土
ど

肥
い

優
ゆ う

生
せ い

　「いつも通りの」
◆ 中学生の部 田

た

口
ぐ ち

湊
み な

都
と

　「わたしのセカイ」
◆ 小学生の部 永

な が

井
い

秀
しゅう

弥
や

　「おにぎりアカネ飛行船」

　
「
八
幡
市
立
就
学
前
施
設
再

編
の
基
本
方
針
」
を
踏
ま
え
、

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
公
立

就
学
前
施
設
の
一
部
を
再
編
し

ま
す
。

❶
や
わ
た
こ
ど
も
園
に
つ
い
て

　
「
み
そ
の
保
育
園
」
を
認
定

こ
ど
も
園
に
移
行
し
て
「
八
幡

幼
稚
園
」
と
統
合
し
、
名
称
を

「
や
わ
た
こ
ど
も
園
」
に
改
め

ま
す
。

※
認
定
こ
ど
も
園
と
は
、
幼
稚

園
と
保
育
園
の
両
方
の
機
能
を

あ
わ
せ
持
つ
施
設
で
、
３
歳
児

以
上
で
あ
れ
ば
保
護
者
の
就
労

等
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
利
用

で
き
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で

す
。

❷
さ
く
ら
幼
稚
園
に
つ
い
て

　
「
八
幡
第
三
幼
稚
園
」
に
「
八

幡
第
四
幼
稚
園
」
を
統
合
し
、

名
称
を
「
さ
く
ら
幼
稚
園
」
に

改
め
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
現
在
休
園
中

の
「
八
幡
第
二
幼
稚
園
」
も
廃

止
し
ま
す
。

問
子
育
て
支
援
課
（
☎
９
８
３
･
１
１
０
７
）

公
立
就
学
前
施
設
の

一
部
再
編
に
つ
い
て

マイナポータルで
転出届の提出が可能に

問市民課（☎983‒2759）

　

電
子
証
明
書
が
有
効
な
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
人

は
、
国
内
へ
の
転
出
届
に
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
た
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
が
可
能
で
す
。
こ
の
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
と
、
八
幡
市
役
所

へ
の
来
庁
が
原
則
不
要
と
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
自
身
単
身
で
の
引
っ
越

し
の
ほ
か
、自
身
と
同
一
世
帯
員
、

自
身
以
外
の
世
帯
員
の
場
合
で
も

利
用
可
能
で
す
。

※
国
外
の
転
出
・
転
入
は
、
来
庁

に
よ
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。

※
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
て
転

出
届
の
提
出
を
し
た
後
は
、別
途
、

転
入
先
市
区
町
村
の
窓
口
で
転
入

届
等
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

（
上
記
の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
ア
ク
セ

ス
可
）。

白身魚特別賞とは　当コンテストの選考委員を務め、「白身魚」の名義でも活動する
八幡市出身のイラストレーター堀口悠紀子氏が選考する賞です。

 白身魚特別賞 寺
て ら

口
ぐ ち

禮
れ い

　「夢をみ続けて」
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センターでは

子 育 て
すくすく
３月

子ども・子育て支援センター
すくすくの杜（☎ 972-1085）

子育て支援センター
あいあいポケット（☎983-8747）

第二子育て支援センター
そよかぜ（☎ 981-5009）

　親子で遊ぶ場、子育て相談、発達
相談（利用時間内に各センターへ）、
育児の情報交換の場を無料で提供し
ています。各種事業など詳しくは、
上記のＱＲコードから市ホームペー
ジをご覧ください。

▼開設日＝月曜～金曜日（全支援セ
ンター）および土曜日（すくすくの
杜のみ、あいあいポケットは第２土
曜日のみ）

▼利用時間＝午前９時～正午、午後

1時～４時

▼休館日＝日曜日、祝日および年末
年始（12月29日～１月３日）
※市に気象警報が発令されている場
合は休館となります。

岩い
わ

崎さ
き

美み
　
う
　
る
海
瑠
ち
ゃ
ん
（
３
歳
）

に
こ
に
こ
元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
！　

可
愛
い

可
愛
い
宝
物
。
す
く
す
く
育
っ
て
ね
。

大大
き
く
な
〜
れ

き
く
な
〜
れ

子育て講座

あいあいポケット
離乳食講座 ▼６日(水)、午前10
時30分～11時30分
対　象　妊婦さんと生後２カ月
～１歳半の親子、10組　申受付
中
交通安全教室 ▼８日(金)、午前
10時30分～11時30分
対　象　１歳半～就学前の親
子、10組　申受付中

はじめての絵本

　赤ちゃんにはじめての１冊を
プレゼントしています（申込不
要）。
対象生後２カ月から１歳の誕生
月までのお子さん
　絵本リストなど詳しくは、上
記のＱＲコードから市ホームペ
ージをご覧いただくか、各支援
センターへ

幸こ
う

坂さ
か

綺き
　
な那

ち
ゃ
ん
（
３
歳
）

祝
３
歳
！　

す
く
す
く
元
気
に
育
っ
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

■
お
子
さ
ん
の
写
真
募
集　
就
学
前
の
お
子
さ
ん
の

写
真
を
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
窓
口
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
秘
書
広
報
課
（
☎
９
８
３
・
１
０
８
７
）

橋は
し

本も
と

嶺れ
い

く
ん
（
３
歳
）

初
め
て
自
転
車
に
乗
れ
た
よ
！

楢な
ら

原は
ら

瑠る

恩お
ん

く
ん
（
１
歳
）

げ
ん
き
に
す
こ
や
か
に
育
っ
て
ね
♡

石い
し

川か
わ

穂ほ
　
な
　
り
奈
莉
ち
ゃ
ん
（
０
歳
）

も
う
少
し
大
き
く
な
っ
た
ら
一
緒
に
温

泉
旅
行
に
行
こ
う
ね
。

いろんな遊びやふれあいの場

事業名 内容など 日　程

サ
ロ
ン

ひよこサロン
（A） お母さん同士で気軽にお

しゃべり
時間:A ～ Cは午前10時～

11時15分、D・Eは
午前10時30分～

対象:妊婦さんと生後２カ
月からＡは６カ月、
Ｂ～Ｄは１歳半の親
子、Ｅは１歳～おお
むね３歳未満の親子

１日(金)
あいあいポケット

あいあいサロン
（B）

15日(金)
あいあいポケット

そよかぜサロン
（C）

22日(金)
そよかぜ

すくすく赤ちゃん
（D）

１日(金)・15日(金)
すくすくの杜

げんきっこ広場
（E）

６日(水)
すくすくの杜

みんなの広場

手遊びやふれあい遊び、
遊びの紹介、絵本の読み
聞かせや紙芝居
時間:午前10時～11時30分
対象:妊婦さんと生後２カ

月～就学前の親子

５日(火)
橋本児童センター

13日(水)
竹園児童センター

赤ちゃんの広場

手遊びやふれあい遊び
時間:午前10時～11時15分
対象:妊婦さんと生後２カ

月～１歳半の親子
※保育園は各園へ事前予
約要。

１日(金)
わかたけ保育園
１日(金)
有都こども園
７日(木)
竹園児童センター
12日(火)
橋本児童センター
13日(水)
くすのき保育園
(離乳食展示あり)

時間午前10時～11時30分(○は午前10時～11時、●は午前
10時30分～11時30分)。
※園開放・園庭開放については、未就園児を対象とします。
※持ち物や対象など、詳しくは右記のＱＲコードから市ホームペ
ージをご覧いただくか、各園までお問い合わせください。

園
開
放
日

園　名 日　程

保
育
園

南ケ丘☎981-3125 ６日(水)園児と遊ぼう
14日(木)園庭開放(雨天中止)

南ケ丘第二☎982-3330 １日(金)園庭開放(雨天中止)
みその☎981-8101 １日(金)園庭開放(雨天中止)
わかたけ☎983-1313 ６日(水)園庭開放(雨天中止)
男山☎982-0701 ８日(金)〇園庭開放
ぶどうの木☎982-9013 14日(木)〇クラスであそぼう
くすのき☎983-1200 27日(水)園庭あそび(雨天室内あそび・予約制)

認
定
こ
ど
も
園

有都☎981-0873

５日(火)作って遊ぼう
６日(水)園庭開放
月～金:育児相談(電話受付)
月・火:ちびっこひろば(各５組　予約制)
金:ぴよぴよらんど(各５組　予約制)
※午前10時～11時30分、午後１時30分～４時

山鳩☎981-0982
１日(金)・15日(金)○園庭遊び(雨天中止・予
約制)
申両日とも受付中

山鳩第二☎981-0700 ８日(金)園庭開放

歩学園☎971-5687
２日(土)●園庭開放
11日(月)●異年齢交流　おたのしみ会
お兄ちゃん、お姉ちゃん達とあそぼう！

すくすくの杜
親子ストレッチ ▼ 13日(水)、午
前10時30分～11時30分
対　象　１歳～おおむね３歳未
満の親子、10組　申受付中
持ち物　お茶
その他　動きやすい服装でお越
しください

寺て
ら

本も
と

紫し

音の
ん

ち
ゃ
ん
（
６
歳
）

極
楽
寺
に
て
七
五
三
。い
つ
も
あ
り
が
と

う
♡　

し
の
ん
の
成
長
が
何
よ
り
宝
。
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イベント

講座・教室

スポーツ

種　目 問い合わせ先

サッカー
小学生の男女＝メール(yawata.fc.boys1983@gmail.
com)
中学生の男＝川端(☎090-5976-6374)

少年野球 小学生の男女＝巽(☎090-8931-3325)、中村(☎090-
9986-0837)

ソフトテニス 年長～小学生の男女＝松本(☎090-4033-6026)、藤田
(☎090-2109-8095)

柔道 年少～中学生の男女＝鷹野(☎090-8214-6768)、田中
(☎983-9219)､メール(s-tanaka@otowaya.co.jp)

空手道 年少～中学生の男女＝竹嶋(☎090-8757-7175)

バトントワリング 年少・小・中・高校生の男女＝メール(yawatabaton
club1984@yahoo.co.jp)

リトルシニア
（硬式野球）

中学生の男女＝メール(k.yawata.since1988@gmail.
com)

剣道
年少～中学生の男女＝川口(☎090-4909-4336)、藤井
(☎090-3053-1988)、菊田(k8taizi@gmail.com)、日
高(☎090-7091-4571)､伊藤(☎090-8979-4069)

バスケットボール 小学１～６年生の男女＝岡田(☎090-6559-1835)
キッズ教室
（運動遊び） 年少～小学３年生の男女＝松本(☎090-4033-6026)

ラグビー 年少～中学生の男女＝木下(☎080-6121-4264)

▼スポーツ協会長杯
　グラウンド・ゴルフ大会
日　時　４月12日（金）午前９時～
（予備日４月18日＜木＞）
場　所　馬場市民公園
対　象　市内在住の人
試合方法　４ラウンド（32ホール）
個人戦
参加費　１人500円（会員は１人300
円）※当日徴収。
申３月28日（木）までに、代表者が
一括して住所・氏名・年齢・性別を
記入し、ＦＡＸでグラウンド・ゴル
フ連盟＝居上（ＦＡＸ982-8765）へ
問グラウンド・ゴルフ連盟＝居上（☎
982-8765）

▼スポーツ少年団体験入団の参加者募集
　スポーツ少年団はスポーツ活動を通じた青少年(３歳～高校生)の健全
育成を目的とする団体です。４月１日からの体験入団を随時受け付けてい
ます。詳しくは問い合わせ先へ。

▼親子スポーツ体験教室
　各種スポーツを親子で体験できる
教室です。※参加費無料。申し込み
不要。
日　時　３月16日（土）午前10時～
午後１時
場　所　市民体育館、市民スポーツ
公園（グラウンド、テニスコート）
対　象　幼児～中学生
内　容　少年野球、硬式野球（中学
生のみ）、サッカー、ソフトテニス、
バスケットボール、バトントワリン
グ、剣道、柔道、空手道、ラグビー、
キッズ教室
その他　運動靴、上靴、飲み物を持
参し、運動のできる服装でお越しく
ださい
問スポーツ少年団＝松本（☎090-
4033-6026）

教室名 場　所 定員 日　程 時　間

①日本舞踊 文化センター 15
おもに
第１・３土曜日
（日曜日もあり）

午後１時～３時

②舞踊 市民交流センター 15 おもに第１・３土曜日 午前10時～正午
③三曲
　（琴・尺八）文化センター 15 月２回　土曜日 午前９時30分～　　11時30分
④三味線 10 月２回　土曜日 午前９時～11時
※①・②は幼児～中学生、③は小学３年生～中学生（ただし、経験者は小
学１年生から可）、④は小学４年生～高校生が対象。

※日程は変更になる場合があります。ご了承ください。
※琴・尺八・三味線は貸し出します。

▼子ども和文化体験教室
　いろいろな文化を体験してみませ
んか？
日　時　５月～12月※教室によって
回数が異なります。
参加費　初回に1,000円徴収（保険
料等）。三曲は琴の爪代が別途2,000

円かかります。
申・問４月25日（木）までに、ハガ
キもしくはＦＡＸ、メールで、教
室名・住所・氏名（ふりがな）・年齢・
性別・電話番号・学校名・学年を
記入し、文化協会（〒614-8023八
幡名残23-１　市民交流センター
内、☎・ＦＡＸ983-9202、メール：
yawatabunka@ace.odn.ne.jp、
火・木・金の午前９時～午後４時）
へ

▼第12回東高野街道
　八幡まちかどひなまつり
　今年も「八幡まち
かどひなまつり」を
開催しています。ご
自由にご参加くださ
い。
開催期間　３月10日
（日）まで
内　容　①京阪石清水八幡宮駅から
松花堂庭園・美術館までの街道筋の
各所（約45カ所）にひな飾りを展示
②スタンプラリー、合言葉探し（参
加者に抽選で景品をプレゼント）
問東高野街道八幡まちかど博物館事
務局＝増田（☎090-3867-6302）

▼やわたフェスタ
　～ヤワタカラ～
　地域の商工会員による商品や飲食
物、ヤワタカラ認定商品のＰＲ販売
ブース、体験ブースなどを出店。ダ
ンスや演奏のステージもあります。
※小雨決行、荒天中止。
最新情報は右記ＱＲコ
ードから商工会ホーム
ページをご覧ください。
開催期間　３月９日（土）～10日（日）
午前10時～午後４時
場　所　石清水八幡宮頓宮、一ノ鳥
居周辺
その他　駐車場はございませんの
で、公共交通機関でお越しください
問商工会＝福井（☎981-0234）

▼手話で楽しむ
　絵本読み聞かせ
　手話がわからない人も、赤ちゃん 
から大人まで、どなたでも参加でき 
ます。
日　時　３月24日（日）午後２時～ 
２時30分※参加費無料。事前申し込 
み不要。 
場　所　男山市民図書館
問障がい福祉課（☎983-2129）

▼シニア３楽体操教室
　気楽に参加・楽しく続けて・楽な
運動で健康と友達をつくりましょう。

対　象　市内在住の60歳以上の人
参加費　１回300円
申・問電話でシルバー人材センター
（☎983-0822）へ

▼令和６年度
　普通救命講習会　年間予定
　消防本部では、年４回、普通救命
講習会を実施していま
す。日時など詳細は右
記ＱＲコードから消防
本部ホームページをご
覧ください。※参加費無料。
場　所　消防本部４階コミュニティ
消防・防災センター
対　象　市内在住・在勤・在学の16
歳以上の人
定　員　30人
内　容　普通救命講習Ⅰ（成人に対
する心肺蘇生等）、普通救命講習Ⅲ
（小児、乳児、新生児に対する心肺
蘇生等）
その他　市内自治会や事業所、サー
クル等での講習会、救命入門コース
（胸骨圧迫およびＡＥＤの取り扱い）
の申し込みも受け付けています。詳
細はお問い合わせください
申・問電話で消防本部警防課救急係
（☎981-1849）へ

▼普通救命講習会Ⅰ
日　時　４月14日（日）午前９時～
正午※参加費無料。
場　所　消防本部４階コミュニティ
消防・防災センター
対　象　市内在住・在勤・在学の16
歳以上の人
定　員　30人
内　容　成人に対する心肺蘇生法
（胸骨圧迫、人工呼吸）、ＡＥＤ（自
動体外式除細動器）の取り扱い
講　師　救急救命士および消防職員
その他　テキストは当日配布。筆記
用具を持参し、実技に適した服装で
参加してください。講習終了後、修
了証を交付します。駐車場はござい
ませんので、公共交通機関、バイク

または自転車でお越しください
申・問４月13日（土）までに、電
話で消防本部警防課救急係（☎981-
1849）へ

たはメールで、八幡の歴史を探究 
する会＝高田（☎090-2011-7503、メ 
ール：takata@cd6.so-net. ne.jp）
へ

▼八幡市人権教育学習講座
「児童虐待防止に向けた取組と対
策」「110番通報の模擬指導」
日　時　３月24日（日）午後２時～
４時※参加費無料。
場　所　文化センター３階第３会議
室
講　師　坂井　幸大さん（八幡警察
署生活安全課生活安全係）
定　員　80人
その他　当日は手話通訳・要約筆記
があります
問こども未来課(☎983-5674)

▼八幡の歴史を学ぶ
　連続学習会
第44回「奈良街道から橋本へ」
日　時　３月13日（水）午前10時～ 
11時30分
場　所　ふるさと学習館２階研修室
定　員　30人
参加費　200円
講　師　谷村　勉さん（八幡の歴史 
を探究する会）
申・問３月11日（月）までに、電話ま

会　場 曜日・時間
男山中央
センター

毎週火曜日の
午前10時～11時15分

男山南
センター

毎週金曜日の
午前10時～11時15分

シルバー人材
センターＡ

毎週月曜日の
午後１時～２時15分
毎週水曜日の
午後１時～２時15分

シルバー人材
センターＢ

毎週月曜日の
午後２時30分～
　　３時45分
毎週水曜日の
午後２時30分～
　　３時45分

金振公会堂 毎週火曜日の
午前10時～11時15分
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市政情報

募　　集

▼子ども会活動助成について
　青少年が地域住民の協力のもと、
集団活動を通して地域社会の形成者
としての役割と自覚を高め、仲間づ
くりを促進することを目的に、小学
生から中学生までの児童・生徒が加
入する子ども会に対し、活動補助金
として、子ども１人あたり400円を
助成しています。
※新たな子ども会の発足を検討中の
地域は、対象となる活動などについ
て、詳細はこども未来課までお問い
合わせください。
問こども未来課(☎983-5674)

▼八幡市入所施設等
　感染対策支援事業の
　申請は３月末まで
　新型コロナウイルス感染症拡大防
止のため、高齢者などが新たに介護
施設に入所する際に本人の希望でＰ
ＣＲ検査などを行う場合、検査費用
を助成します。３月末で事業終了の
ため、助成を希望する人はお早めに
ご相談ください。
※４月１日（月）以降の受検は補助
対象外です。
対　象　検査当日に八幡市に住民登
録があり感染症を疑う症状がなく、
介護施設または介護・障がい福祉サ
ービスなどを提供する施設に新規入
所予定の人
問高齢介護課（☎983-5471）、障が
い福祉課（☎983-2129）

▼障がい福祉施設への
　通所交通費の助成
　公共交通機関（重度障がい者は家
族による送迎も可）を利用して、障
がい福祉施設へ通っている人の交通
費を助成します。
対　象　市内在住で障がいのある人
対象施設　生活介護施設、自立訓練
施設、就労移行・継続支援施設、地
域活動支援センターⅢ型
対象期間　令和５年９月分～令和６
年２月分
助成額　障がい者割引適用後の鉄
道・バスの往復運賃の２分の１
※家族が送迎している場合は、公共
交通機関利用相当分の上記助成額と
します。
必要書類　施設が証明する通所証明
書、定期券を購入している場合はそ
の写し
※申請書や通所証明書の様式は市ホ
ームページ、障がい福祉課にありま
す。
申・問３月１日（金）～29日（金）
に、申請書に必要書類を添付して障
がい福祉課（☎983-2129）へ

◆問い合わせ
　【点字版】「さわらび」
　（代表＝小田☎982-2343）
　【音声版】「よむよむ」
　（代表＝光成☎982-0827）

▼犬を飼っている
　皆さんへのお願い

▼技能修得資金の
　支給について
　府では、低所得世帯のお子さんの
技能修得施設（専門学校等＜看護師
および准看護師学校養成所を除く
＞）への入所を支援するために、技
能修得資金を支給しています。
対　象　技能修得施設に在学中また
は入学予定で低所得世帯の生徒
※高等教育無償化対象校の場合は支
給対象外となる場合があります。
支給額　技能修得資金２万４千円以
内（月額）、入所支度金５万５千円（新
１年生のみ。入学日から60日以内に
申請が必要）
受付期間　３月15日（金）～随時
場　所　山城北保健所綴喜分室また
は福祉総務課
※申請時に印かん、銀行口座番号の
わかるもの、令和５年中の世帯全員
の所得がわかる書類（源泉徴収票、
確定申告の写し、手当・年金給付額
のわかる書類の写しなど）、４月１
日以降発行の在学証明書（３月中に
申請される人は、合格決定通知書ま
たは学生証の写しが必要。後日、在
学証明書を提出してください）。
※収入基準や対象施設など、詳しく
はお問い合わせください。
問山城北保健所綴喜分室（☎0774-
63-5745）

▼「広報やわた」
　 点字版、音声版ＣＤあります

▼放課後児童クラブ支援員
　（月額会計年度任用職員）
　募集
　小学生に放課
後の適切な遊び
や生活の場、安
心して楽しく過
ごせる場を提供する職員を募集しま
す。
募集資格　①～⑤のいずれかに該当
する人（①保育士資格または幼稚園、
小中学校等の教員免許を有する人②
社会福祉士の資格を有する人③社会
福祉学、心理学、教育学、社会学、
芸術学、体育学のいずれかを専修す
る学科や課程を卒業した人④高卒
以上で２年以上児童福祉事業また
は放課後児童健全育成事業に従事
した人⑤５年以上放課後児童健全
育成事業に従事した人）
任用期間　採用日～令和７年３月31 
日（月）※雇用更新の可能性あり。
勤務時間　午前11時～午後７時の週
31時間 （シフト制）※土曜日は午前
８時～午後６時、学校の長期休業中
は午前８時～午後７時の間でシフト
調整。
勤務場所　市内放課後児童クラブ９
カ所のうちいずれか
報　酬　月額181,811円（地域手当
含む、昇給あり） ※条例改正などで
変動あり。
採用予定人数　５人
申・問事前にこども未来課（☎983-
1125）に電話連絡のうえ、履歴書に
資格を証明する書類の写しを添えて
持参または郵送してください

▼「第41回八幡市展」作品募集

展示日時　５月17日（金）～19日（日）
午前10時～午後５時（19日は午後４
時まで）
展示会場　松花堂美術館講習室、ロ
ビー
出品対象者　市内在住・在勤・在学
の人（高校生以上）
出品料　１点につき1,200円（高校
生は無料）※１種目につき１人１点。

申４月13日（土）午後１時～３時に、
募集要項の中の出展申込書に必要事
項を記入し、出品料を添えて市民交
流センター会議室１へ提出
※募集要項は生涯学習課、松花堂庭
園・美術館、文化センター、生涯学
習センター、市民交流センター、市
内各公民館にあります。
問文化協会（☎・ＦＡＸ983-9202、
メール：yawatabunka@ace.odn.
ne.jp、火・木・金の午前９時～午
後４時）

▼市アルバイト登録者を
　募集します
　市では、次の職種のアルバイト登
録者を募集しています。
募集職種　一般事務、幼稚園教諭、
保育士、保育補助員、看護師、保健
師、庁務員、調理員、図書館司書、
ごみ収集作業員、放課後児童クラブ
補助員等
※勤務時間や賃金は、職種、職場、
資格の有無によって異なります。な
お、必要に応じて、登録者の中から
選考・採用を行うため、必ず雇用が
あるとは限りません。予めご了承く
ださい。

応募条件　令和６年４月１日現在、
満18歳以上65歳未満の健康な人※高
校生は応募できません。
登録有効期間　令和６年４月１日～
令和８年３月31日の２年間
応募方法　市指定の登録申込書に
必要事項を記入し、写真（縦４㎝
×横３㎝で単身、無帽、正面、胸上
サイズ）を添付のうえ、人事課へ提
出（郵送可）してください。※登録
申込書は市ホームページ、人事課に
あります。
問人事課（☎983-1792）

職　種 時　給
一般事務（簡易） 1,045円
一般事務（窓口等） 1,098円
保育補助員（無資格） 1,201円
保育士・幼稚園教諭等、
栄養士、技師 1,271円

看護師 1,438円
保健師 1,522円
調理補助員（無資格） 1,076円
調理員（有資格） 1,133円
庁務員 1,041円
収集作業員 1,237円

部　門 作品種目 作品の規格

書の部 かな、漢字、調和体、
篆刻、その他

縦200㎝×横200㎝以内（軸装または額装）
可能な限り透明アクリル板使用

絵画の部

日本画、水墨画、油絵、
水彩画、版画、デザイ
ン(イラスト、ポスタ
ーなど)、その他

30号以内（軸装または額装）
可能な限り透明アクリル板使用

工芸の部 木、皮革、紙、竹、布工芸、その他
●平面作品
　縦200㎝×横200㎝以内
●立体作品
　縦100㎝×横100㎝×高さ180㎝以内陶芸の部 陶器、磁器、その他

写真の部 風景、人物、動植物、静物、その他 全紙以内（額またはパネル）

フンの置き去りは禁止です
　散歩は、犬の運動や気分転換、
外でのコミュニケーションのため
重要であると同時に、マナーを守
ることが大切です。散歩に行く際
は袋などを用意し、フンは必ず持
ち帰りましょう。また、水の入っ
たペットボトルなどを持ち歩き、
散歩中に犬が尿をした際は、洗い
流しましょう。
リードを着けて散歩しましょう
　リードを着けずに犬の散歩をす
ることは、絶対にやめましょう。
飼い主の知らないところで何が起
きるかわかりません。事故にあっ
たり、人にけがをさせたりするこ
ともあります。大切な犬の安全を
守ることも飼い主の責任です。
問環境業務課（☎983-2798）
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問秘書広報課(☎983‒1087)

▲

八幡市ごみ分別アプリ
　ごみ出しの曜日や分別、ごみの出
し方についてのＱ＆Ａなどが見られ
る便利なアプリです。下記ＱＲコー
ドからダウンロードできます。

問環境業務課（☎983-5340）

iOS

Android

生　　活

▲

３月の図書館休館日

図書館コーナー

図書館へのお問い合わせは
◆八幡市民図書館（☎982‒7322）
◆男山市民図書館（☎982‒4123）

▲

し尿収集日程のお知らせ
問城南衛生管理組合　☎631‒5171

ＦＡＸ631‒6011

▲

食用廃油の回収日程表
問環境業務課（☎983‒5340)

【児童図書】〈科学の本〉
『わかる　読める!!　難
読漢字大図鑑』
青山　由紀／監修
国土社
　「海月」と書いて「く
らげ」など、「難読漢字」
をテーマごとに集めた
大図鑑。小学校中学年から。

▲

大型ごみの持ち込み
１日５点まで（すべて有料） 

【祝日】３月20日（水・祝）午前９
時～正午
※戸別収集は取り扱っていません。
【平日】月曜日～金曜日、午前８時
30分～午後４時30分
※戸別収集は要予約。
場　所　市役所東側別館環境事務所
問環境業務課（☎983-5340）

生活情報センターだより
ダイエット薬は糖尿病薬？ダイエット薬は糖尿病薬？
オンライン診療に注意！オンライン診療に注意！

【事例】ＳＮＳにダイエットのオ
ンライン診療の広告が出てきた。
オンライン診療を受ければダイエ
ット薬を自宅に届けるという内容
だった。診療予約はネットで行い、
氏名、電話番号、生年月日、身長、
体重、最近の入院歴を問われた。
昨年入院したが、最近ではないの
で入院歴は入力しなかった。予約
日時にオンラインで受診すると、
医師から糖尿病治療薬を強く勧め
られた。既往症や飲んでいる薬に
ついての確認はなかった。３カ月
分８万円のコースを選び、支払っ
た。昨年入院しており、主治医に
オンライン診療で処方された薬の
ことを相談したら止められた。そ
こで薬のキャンセルを申し出た
が、「キャンセルできない」と言
われた。（50歳代・女性）

【アドバイス】糖尿病治療薬（ＧＬ
Ｐ-１受容体作動薬およびＧＩＰ
／ＧＬＰ-１受容体作動薬）が痩
身目的で使われていることがあり
ますが、これらの薬に関する痩身
等を目的とする不適正使用につい
ては安全性と有効性は確認されて
いません。薬の副作用などについ
て説明を求め、慎重に検討しまし
ょう。また、数カ月分の薬を契約
して途中でやめたくなっても中途
解約することは難しいと考えられ
ます。契約に不安を感じたり、ト
ラブルになったりした場合は、生
活情報センターにご相談くださ
い。もし副作用等の症状が出た場
合には、すぐに医療機関を受診し
てください。
問生活情報センター（☎983-
8400、ＦＡＸ983-8401）

３月の収集日　収集地域
３月５日(火)、27日(水)
橋本、八幡(高坊、平ノ山、大谷)
３月７日(木)、29日(金)
八幡(森垣内、名残、双栗)、川口(高
原を含む)、下奈良、上奈良
３月11日(月)、４月２日(火)
八幡(今田、園内、三本橋、馬場、
三ノ甲、長田、石不動、軸、岸本、
東林、柿木垣内、小松、河原崎、
清水井、広門、植松、三反長、隅
田口、山下、久保田、月夜田、土井、
吉野、山路、源氏垣外、平谷)
３月12日(火)、４月３日(水)
内里(荒場、河原、女谷、西山川、
砂畠除く)
３月14日(木)、４月５日(金)
内里(荒場、河原、女谷、西山川、
砂畠)、戸津、美濃山、八幡(山田、
一ノ坪、福禄谷、南山、水珀)
３月18日(月)、４月９日(火)
野尻、岩田、上津屋
３月22日(金)、４月12日(金)
八幡(林ノ元、池ノ首、カイトリ、
焼木、在応寺、長町、科手)

13日(水)
上奈良・下奈良・上区・中区・内里・
三区公会堂、石清水ビューハイツ・
双栗・五区集会所、川口天満宮前、
市役所旧庁舎東側、八幡人権・交
流センター、八幡御馬所20番地、
南山小西側、柿ケ谷集会所、八幡
福禄谷114番地、福禄谷公園
15日(金)
長町北・樋ノ口集会所、長町児童
公園、八幡長町11番地、橋本公民館、
橋本栗ケ谷26番地、ひつじ・やぎ
公園、足立寺史跡公園
※回収日の午前８時までに出して
ください。
※食用廃油用回収箱を各箇所に設
置していますので、食用油の元の
容器またはペットボトルに入れて
出してください。
※回収場所が分からない人はお問
い合わせください。

八幡市民図書館
１日(金)、４日(月) ～８日(金)、
15日(金)、20日(水・祝)、22日(金)、
28日(木)、29日(金)
※４日(月) ～７日(木)は蔵書点検
のため、休館します。
男山市民図書館
４日(月)、11日(月)～15日(金)、18
日(月)、21日(木)、25日(月)、28日
(木)
※12日(火) ～15日(金)は蔵書点検
のため、休館します。

▲

自動車文庫の巡回日程
　午後１時に警報発令時は運休。な
お、注意報発令時は、天候により巡
回しない場合もあります。

30分間停車します
３月12日（火）
内里(有智郷市民公園) 14:00～
上津屋里垣内(四季彩館) 14:40～
八幡長町・北(７組ロータ
リー ) 15:30～

橋本栗ケ谷(メロディハイ
ム希望ヶ丘前) 16:20～

３月13日（水）
男山石城(地域包括ケア複
合施設ＹＭＢＴ) 13:20～

岩田岩ノ前(石田神社御旅
所) 14:10～

橋本あらかし公園(西入口) 15:00～
西山足立(橋本児童センタ
ー ) 15:40～

橋本西山本(橋本橋東側) 16:20～
３月18日（月）
橋本塩釡(島岡歯科医院前) 13:40～
南ケ丘児童センター 14:20～
八幡山田(しののめ公園) 15:00～
美濃山幸水(幸水集会所) 15:40～
子ども・子育て支援センタ
ー (すくすくの杜) 16:20～

３月19日（火）
南ケ丘保育園 14:10～
美濃山御幸(みゆき南公園) 14:50～
ファインガーデンスクエア
(ウエストエントランス) 15:30～

男山笹谷(Ｄ19棟南側) 16:30～
３月26日（火）
岩田松原(魚清前) 13:10～
ケアハウスポポロ21 14:00～
八幡長町・南(児童遊園) 14:50～
八幡樋ノ口(今井氏宅前) 15:30～
３月27日（水）
下奈良今里(有都交流セン
ター ) 14:10～

川口(まつむし児童公園) 14:50～
有都小学校 15:30～
美濃山小学校 16:20～

▼自衛官募集
募集種目　１幹部候補生（第１回）
（①一般＜大卒程度＞、②一般＜院
卒者＞、③歯科・薬剤科）、２幹部
候補生（第２回）（一般＜飛行要員
除く＞、歯科・薬剤科）、３一般曹
候補生（第１回）、４自衛官候補生
受付期間　１３月１日（金）～４月12
日（金）、２４月24日（水）～６月
13日（木）、３３月１日（金）～５
月７日（火）、４年間を通じて実施
試験日（１次） １①・②４月20日
（土）・21日（日）、③４月20日（土）、
２６月22日（土）、３５月17日（金）
～20日（月）、４受付時にお知らせ
問応募資格など、詳しくは自衛隊宇
治地域事務所（☎0774-44-7139）

▼出張がん個別相談
日　時　４月９日（火）、５月14日
（火）、６月11日（火）各日、午後１時
30分～３時30分※要予約。相談無料。
場　所　山城北保健所（宇治市宇治 
若森７-６）
その他　京都府がん総合相談支援セ
ンターでは、平日（祝日、年末年始
を除く）の午前９時～正午、午後１
時～４時に、電話相談や対面面談を
実施しています
申・問実施日の前日までに、電話で 
京都府がん総合相談支援センター
（☎0120-078-394、平日の午後４時 
まで）へ

▼第２回
　遊びながら環境を考える
　三世代交流イベント
　～どうする気候変動！～
　リサイクル工作体験や環境につい
て考える遊びなどを通して楽しみな
がら、地球温暖化や気候変動につい
て学びませんか。
日　時　３月31日（日）午前10時～
午後３時※参加費無料。
場　所　文化センター小ホール
定　員　350人
その他　駐車場はございませんの
で、公共交通機関でお越しください
問ＮＰＯ法人22世紀八幡ルネッサン
ス協会（☎981-6505）

▼本妙寺
　ひな祭り手づくり市 開催
　ストリートライブ出
演希望者・出店希望者
を募集。詳細は右記Ｑ
Ｒコードからインスタ
グラムをご覧ください。
日　時　３月３日（日）午前９時～
午後４時※出演料無料。
場　所　本妙寺境内（八幡城ノ内34）
※石清水八幡宮駅から徒歩約８分。
申・問やわた萌える会（〒614-8038
八幡園内31-4、☎090-3162-8560、
ＦＡＸ981-0570、メール：yawata.
moeru.kai@gmail.com）へ＜寄贈＞　１月25日、河原崎順子

さまの相続人から、市史研究の基
礎資料として役立ててほしいと、
古文書や日記類など歴史資料多数。
　市に＜寄贈＞をいただきまし
て、ありがとうございました。

■八幡市ＳＮＳ
　公式アカウントのお知らせ
　市ＳＮＳ公式アカウント（In
stagram、LINE、X〈 旧Twitt
er〉、YouTube）では、市政情
報や季節ごとの市の魅力など、
さまざまな情報を発信していま
す。
　発信内容は、１面の右下に掲
載している各ＱＲコードを読み
込むとご覧いただけます。
　ぜひ、フォローや友だち登録
をお願いします。

NEW
BOOK 新着図書紹介 ▶ 
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【電話予約制、先着８人】
相続・離婚・金銭問題・借地・借家・
近隣トラブル・交通事故等の法律相
談に弁護士が応じます。時間はいず
れも午後１時15分～４時です。１
人20分。

※予約は、午前９時から電話で生活
情報センター（☎983-8400）へ。利
用される人は前回の利用から少なく
とも２カ月の間隔を空けてください。

困ったときは
ご相談ください

※日時や会場が変更される場合が
あります。詳細は担当課へお問い
合わせください。

短　　信

弁護士相談弁護士相談

【電話予約制、先着５人】
土地建物、登記、契約、相続、消費
者金融問題等の法律相談に応じま
す。時間は午後１時30分～４時です
（相談時間は１人30分）。

▼３月28日（木）文化センター２階
会議室１※予約は21日（木）午前９
時から電話で生活情報センター（☎
983-8400）へ。利用される人は前回
の利用から、少なくとも２カ月の間
隔を空けてください。

司法書士相談司法書士相談

一般相続、遺言、官公署への許認可、
各種契約書等の書類作成や成年後見
制度に関する相談に行政書士が応じ
ます。時間は午後１時30分～４時で
す。お問い合わせは市民協働推進課
（☎983-5749）へ。※予約不要。

▼３月７日（木）文化センター２階
会議室１

行政書士相談行政書士相談

国や府、市などの行政に関する苦情
や意見・要望を受け付けます。時間
は午後１時30分～４時です。お問
い合わせは市民協働推進課（☎983-
5749）へ。※予約不要。

▼３月15日（金）文化センター２階
会議室１

行政相談行政相談

消費生活全般に関わる相談に公的資
格を持つ専門相談員が応じます。
月曜～金曜日（祝日除く）午前９時
～正午・午後１時～４時30分、生活
情報センター（☎983-8400）

消費生活相談消費生活相談

福祉に関する相談に応じます。まず
は、お電話ください。ふれあい福祉
センター（☎・ＦＡＸ983-2000）
【常設相談】月曜～金曜日　午前９
時～午後５時　社会福祉協議会（時
間外の夜間・休日は留守番電話また
はＦＡＸで受け付けます）
【出張相談】火曜、木曜、金曜日（祝
日除く）午前10時～正午、八寿園

ふれあい福祉相談ふれあい福祉相談

ひきこもりで悩んでおられる人やご
家族からの相談に応じ、必要とする
支援を紹介します。専門の支援員が
ご自宅などに訪問することもできま
す。月曜～金曜日（祝日除く）午前
８時30分～午後５時15分、生活支援
課（☎983-1138）

ひきこもり相談窓口ひきこもり相談窓口
人権に関わる相談やいろいろな悩み
に人権擁護委員が応じます。時間は
午後１時～４時です。

▼ ３月11日（月） ▼25日（月）八
幡人権・交流センター（人権政策
課）※電話相談も受け付けます。（☎
981-3127）

人権相談人権相談

恋人や親しいパートナーからの暴
力、ストーカー、セクハラなどの女
性問題について相談に応じます。場
所は八幡人権・交流センター（人権
政策課）です。
【専門相談】（要予約、先着３人）

▼３月14日（木） ▼28日（木）午後
１時30分～４時30分、詳しくは同セ
ンター（☎983-1784）へ
【一般相談】月曜～金曜日（祝日、
年末年始除く）午前10時～正午・午
後１時～５時※受け付けは当日の午
後４時まで。

女性相談女性相談

経済的にお困りの人やご家族からの
生活、仕事などの相談に専門の相談
員が応じます。月曜～金曜日（祝日
除く）午前８時30分～午後５時15分、
生活支援課（☎983-1138）

くらしと仕事の相談くらしと仕事の相談

京都ジョブパーク個別就職相談京都ジョブパーク個別就職相談
サポステ京都南個別就労面談サポステ京都南個別就労面談
専門相談員が求職者等の就職を支援
します。時間は午前10時～午後３時。
※事前予約制です。予約は商工観光
課（☎983-2853）まで。

▼３月21日（木）市役所４階会議室
４-３、４-４

高齢者の介護やひとり暮らし高齢者
の相談と情報を提供します。
地域包括支援センター（月曜～土曜
日＜祝日除く＞午前９時～午後５時）
やまばと（☎982-8000）、梨の里（☎
982-0125）、美杉会（☎971-3576）、
有智の郷（☎972-1000）
※在宅介護支援センター京都八勝館
（☎982-3883）、京都ひまわり園（☎
983-8111）でも相談できます（日時
は地域包括支援センターと同じ）。
※問い合わせ先が分からない場合は
高齢介護課（☎983-5471）へ。

介護相談介護相談

児童虐待の通告について児童虐待の通告について
月曜～金曜日　午前８時30分～午
後５時15分、家庭支援課（☎983-
3148）
※府宇治児童相談所京田辺支所（☎
0774-68-5520）でも対応します。
※土日祝日、夜間の緊急時は児童相
談所虐待対応ダイヤル（☎189）へ。

子どものことで心配なことがあれば
一緒に考え、助言をします。
月曜～金曜日（祝日除く）午前８時
30分～午後５時15分、家庭支援課（☎
983-3148）

家庭児童相談室家庭児童相談室

母子・父子家庭の相談に応じます。
月曜～金曜日（祝日除く）
午前９時～正午・午後１時～５時、
家庭支援課（☎983-1112）

母子父子家庭相談母子父子家庭相談

障がい者（児）相談障がい者（児）相談
障がいのある人やその家族からの相
談に応じます。時間は午後１時30分
～３時30分。お問い合わせは障がい
福祉課（☎983-2129）へ。

▼３月７日（木）市役所２階会議室
２-３。対象は肢体・視覚障がい者

相談日 場　所 予　約
開始日

３月５日
(火)

文化センター
２階会議室１

２月27日
(火) ～

３月12日
(火)

文化センター
２階会議室１

３月５日
(火)～

３月19日
(火) 生活情報センター ３月12日

(火) ～
４月２日
(火)

文化センター
２階会議室１

３月26日
(火) ～

国民年金からのお知らせ

問京都南年金事務所国民年金課（☎644‒1165）、国保医療課国保年金係（☎983-2594）

　国民年金（基礎年金）は、国内
に住む20歳以上60歳未満のすべ
ての人が加入しなければなりま
せん。退職等により被保険者種

　厚生年金に加入していた人が退
職（失業）すると、国民年金の加
入手続きを行い、国民年金保険料
を納めることになります。ただし、
保険料を納めることが経済的に困
難である人は、申請によって保険
料の納付を免除される制度があり
ます。
　通常の免除申請は、申請者本人・
配偶者・世帯主の所得が基準の範
囲内である必要がありますが、退
職（失業）時の特例免除は、退職し
た人の所得を除外して審査します。
この制度は、退職（失業）した前

月から翌々年６月までの期間に限
り利用できます。
　特例免除を申請する場合は、免
除申請書に雇用保険受給資格者証
や雇用保険被保険者離職票等の公
的機関の証明書の写しを添付して
提出してください。

別が変わったときには届出が必
要です。

被保険者種別変更届

●会社を退職したとき　60歳まで
に退職し、厚生年金保険や共済組
合の被保険者でなくなったとき
●配偶者が退職したとき　配偶者

が退職し、会社員や公務員などの
被扶養配偶者でなくなったとき
（配偶者が65歳に達したときを含
む）
●収入が増え、被扶養配偶者でな
くなったとき　収入が増え、会社
員や公務員などの被扶養配偶者で
なくなったとき

こんな時には
届出が必要です

退職（失業）時の特例免除

産前産後期間の国民年金
保険料免除制度について

　産前産後期間の免除制度は、国
民年金第１号被保険者が出産をし
た際に、出産前後の一定期間の国
民年金保険料が免除される制度で
す。産前産後期間として認められ
た期間は、保険料を納付したもの

として、老齢基礎年金の年金額に
反映されます。
【対象者】　出産日が平成31年２
月１日以降の方。
※出産とは、妊娠85日以上の出産
（死産、流産、早産含む）です。
【免除される期間】　出産予定日
または出産日が属する月の前月か
ら４カ月間（多胎妊娠の場合は、
出産予定日または出産日が属する
月の３カ月前から６カ月間）。
【届出方法】　出産予定日の６カ
月前から届出可能。届出には、基
礎年金番号通知書（年金手帳）・
親子（母子）健康手帳等の出産（予
定）日が確認できるものを持参し、
市役所で手続きをしてください。

【電話予約制】
完全予約制。年金相談を希望される
人は、事前に下記へ予約してくださ
い。先着順。

▼４月26日（金）午前10時～午後３
時、文化センター３階講習室１
※予約は３月26日（火）午前８時30
分から電話で受け付けます。
予約先　京都南年金事務所お客様相
談室（☎644-1165）※音声ガイダン
スの案内が流れたらキーの「１」を
押し、次の音声ガイダンスが流れた
ら「２」を押してください。

年金相談年金相談

▼さくらであい館
　７thバースデイ感謝祭
①さくら色ライトアップ
日　時　３月２日（土）～４月７日
（日）午後５時～９時
※駐車場の夜間開放は行いません。
②春のフォト刺繍展
日　時　３月２日（土）～17日（日）
午前９時～午後５時
③林サヨコ創作キルトの世界展
日　時　３月２日（土）～17日（日）
午前９時～午後５時
④ふれあいコンサート～７thバー
スデイ感謝祭Ｖｅｒ．～
日　時　３月３日（日）午前10時30
分～午後３時10分、４日（月）午前
11時～午後１時40分
場　所　さくらであい館
問淀川河川公園さくらであい館（☎
633-5120）
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問健康推進課保健予防係（☎983‒1117）

■八幡市協力医療機関
医療機関名 住　所 電話番号 予約

あさか内科医院 男山泉 468-3712 要
市岡整形外科クリニック 男山泉 874-7617 要
いばら木整形外科医院 八幡三本橋 983-5656 不要
入江医院 男山長沢 983-1718 要
大塚産婦人科医院 男山長沢 982-1866 要
大森医院 橋本栗ケ谷 971-0033 不要
小川医院 男山泉 963-5790 要
長村内科医院 内里内 981-1023 要
男山病院 男山泉 983-0001 要
かたやまクリニック 欽明台中央 982-8181 要
京都八幡病院 川口別所 971-2001 要
工藤内科クリニック 橋本東原 982-0151 要
小糸医院 男山金振 983-5110 不要
下野医院 八幡平谷 981-0030 要
すぎたに内科クリニック 八幡中ノ山 971-7878 要
たまがきあやこキッズクリニック 欽明台中央 205-1646 要
となみクリニック 八幡樋ノ口 633-5565 要
なかじま整形外科・リウマチクリニック 欽明台中央 971-0012 要
中村診療所 八幡山柴 981-0510 要
にのゆ耳鼻咽喉科医院 八幡三本橋 981-8878 要
みぎはし医院 男山竹園 981-0282 不要
みのやま病院 欽明台北 983-1201 要
みよし内科・消化器科 八幡柿ケ谷 981-6860 要
むらたファミリークリニック 男山石城 925-6030 要
もりおか耳鼻咽喉科 男山金振 972-5733 要
やすだこどもクリニック 欽明台西 971-1102 要
山下医院 橋本向山 982-2310 不要
八幡中央病院 八幡五反田 983-0119 不要

▲

高齢者肺炎球菌ワクチン任意接種費用の一部助成
　高齢者肺炎球菌ワクチンを任意で接種される費用の一部を助成します。
対　象　65歳以上（令和６年３月31日時点）の人（高齢者肺炎球菌ワクチン

を定期接種で接種された人は除く）
助成額　4,000円(助成は生涯で１回限り)
【一部助成の受け方】
　全額を医療機関に支払い、後日、助成の申請をしてください（申請書は健
康推進課窓口や市ホームページから入手できます）。医療機関発行の領収書
（接種者の氏名、接種年月日、接種費用、予防接種名のあるもの）、接種済証、
預金通帳など振込先の分かるものを持参し、健康推進課へ。

▲

高齢者肺炎球菌定期接種 今年度対象者の接種期間は３月30日まで
　65歳以上の定期予防接種対象者には、個人通知を令和５年４月に郵送して
います。過去に高齢者肺炎球菌の接種をした人は対象外です。70・75・80・
85・90・95・100歳の人は経過措置が終了するため、接種可能期間は令和６
年３月30日までです。接種を希望する人は、お早めに接種してください。非
課税世帯・生活保護世帯の人で無料で接種希望の人、および下表の医療機関
以外で接種希望の人は市役所へ申込が必要です。申込期限は３月22日（金）で
す。なお、令和５年度65歳で対象であった人は、令和６年度も66歳の誕生日
の前日まで接種が可能です。該当の人には３月中に個別通知をお送りします。

▼人生100年時代！
理学療法士が教える
　【歩き続ける】秘訣
　（追加募集）
　八幡市と健康づくり
に関する包括協定を締
結している株式会社白
寿生科学研究所との共
同開催で、歩くことに関するセミナ
ーを実施いたします。昔から足は「第
二の心臓」と言われるくらい健康と
密接に関係するカラダの一部です。
本セミナーでは歩き方や履いている
靴まで、様々な観点から健康に関す
る情報をお伝えしていきます。
日　時　３月19日（火）午後１時～
２時30分
※開始の30分前から受付を開始しま
す。
※午前10時～、午後３時～の回は、定
員に達したため募集を終了しました。
場　所　文化センター３階会議室３
定　員　70人（先着順）
講　師　新田　智裕さん（理学療法
士）
申３月15日（金）ま
でに、電話または右
記ＱＲコードから申
込フォームに必要事
項を入力し送信
※「やわた 未来いきいき健幸プロジ
ェクト」参加者には、みらいきポイ
ント100ポイントを後日付与します。
問健康増進係（☎983-1116）

▼骨髄ドナー助成事業

　市では、公益財団法人日本骨髄バ
ンクが実施する骨髄・末梢血幹細胞
提供あっせん事業において、骨髄等
の提供をした人に助成金を交付しま
す。
対　象　次のいずれにも該当する人
①骨髄等の提供を行った日に、八幡
市に住所を有している
②他の自治体等から当該骨髄等の提
供に対して助成を受けていない
申請期限　骨髄等の提供から90日以
内
助成額　入院や面談に要した日数に
２万円を乗じた額（１回の提供につ
き14万円が上限）
申・問申請書（窓口または市ホーム
ページから入手可）に必要書類を添
えて保健予防係（☎983-1117）へ

▼風しん予防接種の一部助成

　風しんの感染拡大防止と先天性風
しん症候群の発症防止対策として、
予防接種費用の一部を助成します。
対　象　Ａ～Ｃのいずれかに該当す
る市民。
Ａ妊娠を希望する女性およびその配
偶者（児の父親）
Ｂ現在妊娠している女性の配偶者
（児の父親）
Ｃ抗体価が低い妊婦の同居人のう
ち、抗体価が低い人
※妊娠している女性は、接種できま
せん。また、接種後、２カ月間は妊
娠をさけてください。
※すでに風しんにかかったことがあ
る人および麻しん風しんワクチンを
２回接種している人は除外します。
対象期間
　令和５年４月１日～
　令和６年３月31日接種分
申請受付期限
　４月10日（水）※消印有効。
助成限度額
・麻しん風しん混合ワクチン（ＭＲ）
　＝7,000円
・風しん単独ワクチン（Ｒ）
　＝4,500円
※市民税非課税世帯、生活保護世帯
の人は全額助成。
※接種費用は、医療機関によって異
なります。
申請に必要な書類

対象Ａ・Ｂの場合

①医療機関発行の領収書（予防接種
名、接種年月日、接種者の氏名、接
種費用、領収印のあるもの）、②預
金通帳など振込先のわかるもの、③
抗体検査結果が記載された書類（抗
体検査を受けた人のみ）

対象Ｃの場合

①、②、④抗体検査結果が記載され
た書類、⑤妊婦の親子（母子）手帳、
⑥同居人の住所が確認できるもの
申　請　予防接種費を全額支払い
後、前記の必要な書類を家庭支援課
に持参し、還付申請をしてください。
申請用紙は、家庭支援課または市ホ
ームページから入手できます。
問家庭支援課（☎983-1115）

▼「ご近所筋トレ」
　参加者募集
　筋力は鍛えることで、年齢
に関係なく強くなります！
　ＤＶＤを見ながら30分の
筋トレを続けて、100歳にな
っても好きなことを続けら
れる身体を手に入れましょ
う。参加者には、１人１本筋トレ用
ゴムバンドをプレゼントします！
参加条件　65歳以上の市民５人以上
のグループで、ＤＶＤの再生機器と
会場を準備し、週１回以上取り組む
こと

▼新型コロナワクチンの
　全額公費による
　接種終了について
令和６年３月末まで
　令和５年９月20日から、新型コロ
ナワクチン（ＸＢＢ）の接種が行わ
れてきましたが、全額公費による新
型コロナワクチンの接種は、初回接
種、秋冬接種ともに令和６年３月末
で終了となります。接種をご希望の
人は、期間内に余裕を持って受けて
ください。

初回接種が期間内に完了できない人
について

　令和６年３月末までに初回接種を
完了できない場合、残りの接種は自
費で接種を受けていただくことにな
ります。初回接種を希望される人は、
令和６年３月末までに初回接種を完
了できるよう、余裕を持って接種を
受けてください。

令和６年度の新型コロナワクチン接
種について

　65歳以上の高齢者を主な対象とし
て、秋冬に定期接種が行われる予定
です。定期接種の詳細は未定ですが、
決まり次第、広報やわた等で改めて
お知らせいたします。

新型コロナワクチンコールセンター
の終了について

　新型コロナワクチンの全額公費で
の接種終了に伴い、市の新型コロナ
ワクチンコールセンターが３月29日
（金）で終了となります。接種やご
質問については、お早めにご連絡く
ださい。
問新型コロナワクチンコールセンタ
ー（☎0570-056-786）

　フレイルとは、加齢に伴い筋力
や心身の活力が低下している状態
のことです。
　２月１日の「フレイルの日」に
ちなみ、フレイル予防に取り組む
きっかけづくりとして、記念講演
会とフレイル測定会を開催しまし

申・問申込書（窓口または市ホーム
ぺージから入手可）に必要事項を記
入し、窓口に持参もしくは郵送（〒
614-8501市役所健康推進課〈住所不
要〉）、ＦＡＸで健康推進課（☎983-
1116、ＦＡＸ972-2520）へ

た。
　講演会の様子
は、右記ＱＲコー
ドからＹｏｕＴｕ
ｂｅでご覧いただけます。
※16面に関連記事あり。
問健康増進係（☎983-1116）

▼フレイルの日記念イベント2024を開催しました！
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▼元気アップ体操教室
　音楽体操、筋トレ、ストレッチ、
体の動きをよくする体操など、動い
て笑って、体と頭と心を元気にする
運動教室です。

参加費　１回500円（初回は参加費
無料。お得なパスポートもあります）
申初回参加時は、下記問い合わせ先
まで電話でお申し込みください
問ＮＰＯ法人元気アップＡＧＥプロ
ジェクト（☎080-4242-4734）

【集団予防接種】
ＢＣＧ予防接種
母子健康センターでのＢＣＧ予防接種は予約制で実施します。対象者には個別にお知らせします。
また、市内一部の医療機関での個別接種も選択できます。
日時・場所　３月６日（水）午後１時15分～２時・母子健康センター (予約制)
対　象　令和５年９月生
※中止・延期となる場合は、個別連絡や市ホームページでお知らせします。
【個別予防接種】
対象者には個別通知を行っています。送付された予診票と親子(母子)健康手帳、健康保険証など、住所が確認できるものを必ず
持参して、予診票裏面の指定医療機関にて対象年齢内に接種を受けてください。

ヒブ・小児用肺炎球菌、Ｂ型肝炎、四種混合(ジフテリア・破傷風・百日咳・ポリオ)、麻しん風しん混合(ＭＲ)、水痘、
二種混合(ジフテリア・破傷風)、日本脳炎(※①)、ＨＰＶ(子宮頸がん予防）ワクチン（※②・③・④）、ロタ

※①特例対象者について、平成15年４月２日～平成19年４月１日生で20歳未満の人は第１期・第２期の接種不足回数分の接種を
受けることができます。
※②令和５年４月１日より９価のＨＰＶワクチン(シルガード９)を公費で接種できるようになりました。ワクチンは３種類(サ
ーバリックス、ガーダシル、シルガード９)あり、接種するワクチンや年齢によって、接種のタイミングや回数が異なります。
対象者には、個別に案内を送付しています。
※③積極的な勧奨を差し控えている間に定期接種の対象であった人については、接種機会の提供(キャッチアップ接種)がありま
す。対象者には、個別通知を行っています。
キャッチアップ接種対象者 平成９年４月２日～平成19年４月１日生の女子で未接種の人
キャッチアップ接種対象期間 令和７年３月末まで
※④男性の接種については、定期接種化の検討が提案されていますが、現在は任意接種(全額自己負担)となっています。
【注意事項】
◆接種の際は、親子(母子)健康手帳・予診票が必ず必要です。(個別接種の場合は、健康保険証などの住所が確認できるものも必要)
◆親子(母子)健康手帳・予診票を忘れた場合、接種を受けることができませんのでご注意ください。
◆通知が届かない人や転入された人、予診票を紛失された人は家庭支援課まで申し込みください。(電話申込可)
◆市外での接種を希望する人は、必ず接種の２週間前までに家庭支援課へご連絡ください。
◆特別な事情等により、対象年齢内に接種できなかった場合には、家庭支援課へご相談ください。

▲

３月の各種健康相談

定期予防接種のお知らせ 問家庭支援課(☎983‒1115）

３月の乳幼児健康診査・すこやか子ども相談のご案内 問家庭支援課(☎983‒1115）

◎乳幼児健診や予防接種を受け
る前に、あらかじめ質問票や予
診票を記入してから会場までお
越しください。
◎予防接種を受ける前に、冊子
「予防接種と子どもの健康」を
よくお読みください。
◎親子(母子)健康手帳を忘れず
に持参ください。

救急の電話相談窓口
☎#7119または☎0570-00-7119
急な病気やケガで迷ったら、お電話くだ
さい。看護師等が相談に応じます。
開設時間　24時間365日
対　　象　全年齢

小児救急医療電話相談
☎#8000または☎661-5596

　小児科担当看護師や小児科医師が、休日、
夜間の電話相談に応じます。
相談時間　午後７時～翌朝８時
※土曜日は午後３時～翌朝８時

小児救急医療
次の医療機関では、休日・夜間に小児専
門医が当直し、小児救急患者を診察します。
●男山病院(☎983-0001）
　毎週金曜日(祝日は除く）
　午後６時～翌朝８時
●宇治徳洲会病院(☎0774-20-1111）
24時間365日
●京都田辺中央病院(☎0774-63-1111）
24時間365日

診 療 日　日曜日・祝日・年末年始
場　　所　八幡園内73-3(市役所北側）
診療科目　内科・小児科
受付時間　午前11時30分～午後５時30分
診療時間　正午～
※完全予約制。必ず事前にご連絡をお願い
します。また、従来の健康保険証を持参く
ださい。

休日応急診療所
☎983-3001(事前予約制）

事業名 会　場 日　程 受付時間 対　象 ４月の日程

４カ月児健康診査 母子健康センター 25日(月) 午後１時～２時 令和５年11月６日～
令和５年11月30日生 15日(月)

10カ月児健康相談 母子健康センター 19日(火) 午前９時30分～10時30分 令和５年４月生 22日(月)
１歳８カ月児
健康診査 母子健康センター 15日(金) 午後１時～２時 令和４年６月16日～

令和４年７月15日生 19日(金)

３歳児健康診査 母子健康センター 13日(水) 午後１時～２時 令和２年９月４日～
令和２年９月30日生

16日(火)
17日(水)

すこやか
子ども相談

子ども・子育て支
援センター (すく
すくの杜)▲

４日(月) 午前９時30分～10時30分
０歳から就学前までの乳幼
児で希望があれば、お電話
で予約の上、親子(母子)健
康手帳を持って会場へお越
しください。母子健康センター 21日(木) 午後１時30分～２時30分

５日(金)
午前開催

▲子ども・子育て支援センター (すくすくの杜)は、南玄関が出入り口となります。
※中止・延期となる場合は、個別連絡、市ホームページなどでお知らせします。
※各健診の対象者には通知しています。
【持ち物】親子（母子）健康手帳、バスタオル、質問用紙
【健診内容】身体計測、内科診察（健診のみ）、育児相談、発達確認、栄養相談をします。
◎10カ月児健康相談は当日、子ども用の歯ブラシをプレゼントします。
◎１歳８カ月児健康診査、３歳児健康診査は歯科検診があります。
◎３歳児健康診査は視力検査と尿検査があります。尿検査は、健診当日の朝の尿を容器にとってお持ちください。
【すこやか子ども相談内容】身体計測、育児相談、栄養相談をします。身体計測については、２歳までのお子さんが対象となります。

場　所・日　時

①

二区公会堂
３月４日、11日、18日、25日。
各日、月曜日。午後２時30分～
４時

②

地域包括ケア複合施設ＹＭＢＴ
３月４日、11日、18日、25日。
各日、月曜日。午前10時～11時
30分
３月５日、12日、19日。各日、
火曜日。午後２時～３時30分

け
ん
こ
う
大
使

や
わ
た
ん

▽窓口健康相談
19日(火)母子健康センター（要予約）
・40歳以上が対象。保健師が健康
に関する相談に応じます。

▽高齢者健康相談
21日(木)南ケ丘老人の家
28日(木)八寿園(要予約)
・65歳以上が対象。血圧測定と検
尿の後、保健師が健康相談に応
じます。
・上記の施設以外でも、日時・場
所などご希望がある場合はご連
絡ください。

※時間は午前９時30分～11時(ただ
し八寿園は10時30分まで)。
※要予約の会場での健康相談は事
前に健康推進課(☎983-1117)へ予
約を。

日　時　３月28日（木）
　　　　午前10時～11時45分、
　　　　午後１時～４時
場　所　市役所１階
　　　　エントランス
　輸血の安全を高めるため、
400mlの献血にご協力ください。

献　血

▼マタニティスクール
　これからお父さん、お母さんにな
る人が対象。（先着15組）
「出産の準備と育児＆妊娠中の食事
＆絵本のお話」
日　時　４月27日（土）午前９時30
分～11時30分
場　所　母子健康センター２階
申・問右記のＱＲコ
ードまたは電話で
家庭支援課（☎983-
1115）へ

▼子ども予防接種週間
３月１日（金）～７日（木）
　４月からの入園・入学に備えて必
要な予防接種をすませ病気を未然に
防ぎましょう！

▼男性料理教室（追加募集）
日　時　３月22日（金）午前10時～
午後１時
場　所　福祉会館調理室
対　象　市内在住の男性
定　員　15人（先着順）
献　立　魚の南蛮、ふろふき大根チ
ーズのせ、青菜のお吸物、甘酒プリ
ン
参加費　600円（当日徴収）
持ち物　エプロン、バンダナ（タオ
ル等）、マスク、ふきん２枚（食器
拭き用）、筆記用具
申・問３月14日（木）までに健康増
進係（☎983-1116）へ
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今月今月ののこの人この人

　
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
活
躍
や

ま
ち
の
話
題
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
身
近
な
話
題
や
、広
報
紙
に
つ
い
て
の
意
見
を
、

秘
書
広
報
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　「まさか賞をもらえると思
っていなかったので、とても
うれしい」と受賞の喜びを語
るのは、橋本小学校５年生の
雑賀柚穂さん。
　雑賀さんが「未来」のテーマ
に対して思い浮かべたのは、
朝の通学時間を短縮してくれ
る便利な乗り物。自宅でいす
に座って目的地の番号を入力
すると、ロープウェイのよう

に空へ吊り上がり、好きな場
所へ自由に行ける世界を「こ
んな未来の乗り物あったらい
いな」と題して描きました＝

写真＝。
　作品は、空に広がるロープ
や街並みの遠近感がわかる構
図にこだわり、家や木の影に
は複数の色を混ぜて立体感を
表現。乗り物の利用者や窓か
ら手を振る人の穏やかな表情
も特徴で、渋滞や時間に追わ
れる忙しさのない便利な暮ら
しの情景が伝わるよう工夫し
ました。
　自身の未来については「絵
を描くのも、お話を考えるの
も好き。将来は漫画家になり
たい」と話していました。

　

市
が
「
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
募
集
し
た

「
第
二
回
松
花
堂
昭
乗
イ
ラ
ス
ト
コ
ン
テ

ス
ト
」で
、小
学
生
の
部
優
秀
賞
を
受
賞
。

橋
本
小
学
校
５
年
生
。

雑さ
い

賀が

柚ゆ
ず

穂ほ

さ
ん

小学生の部優秀賞を受賞松花堂昭乗
イラストコンテスト

が
高
い
と
苦
い
」
な
ど
、
味
や

香
り
、
色
の
違
い
を
体
験
し
て

い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
抹
茶
を
点た

て
る
こ

と
に
挑
戦
し
た
児
童
は
、
茶ち

ゃ

筅せ
ん

を
前
後
に
素
早
く
動
か
し
、
平

仮
名
の
「
の
」
の
字
を
書
く
よ

う
に
立
っ
た
泡
を
中
心
に
寄
せ

て
仕
上
げ
ま
し
た
。
口
に
含
む

と
、
顔
を
し
か
め
た
り
し
て
、

抹
茶
本
来
の
風
味
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。

　

佐
野
陽ひ

な
た向
さ
ん（
９
）は
「
抹

茶
を
点
て
る
の
が
楽
し
か
っ

た
。
大
き
く
な
っ
た
ら
茶
道
部

に
入
り
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

２
月
１
日
、「
お
茶
学
習
」

が
有
都
小
学
校
で
行
わ
れ
、
３

年
生
28
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
体

験
を
通
し
て
お
茶
を
学
び
ま
し

た
。

　

同
学
習
は
、
市
特
産
の
碾て

ん

茶ち
ゃ

に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
都つ

づ々

城き

茶
生
産
組
合
の
組
合
員
が

実
施
し
ま
し
た
。

　

児
童
は
同
組
合
員
の
説
明
を

聞
き
な
が
ら
、
碾
茶
な
ど
４
種

類
の
茶
葉
と
、
碾
茶
を
挽
い
た

抹
茶
に
手
で
触
れ
た
り
、
味
わ

っ
た
り
し
ま
し
た
。
湯
温
を
変

え
て
急
須
で
淹
れ
た
煎
茶
と
碾

茶
を
飲
み
比
べ
る
と
「
適
温
の

方
が
ほ
ん
の
り
甘
い
」「
温
度

急
須
で
淹
れ
た
碾
茶
を
味
わ
っ
た

り
、
茶
殻
を
観
察
し
た
り
す
る
児
童

特
産
の
お
茶
触
っ
た
よ

有都小学校で体験学習

　

市
民
の
防
災
意
識
を
高
め

よ
う
と
、市
主
催
の「
八
幡
市

防
災
講
演
会
」が
２
月
10
日
、

文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
で

開
催
。
東
日
本
大
震
災
の
被

災
者
で
、
一
般
社
団
法
人
石

巻
震
災
伝
承
の
会
代
表
理
事

の
大お

お

須す

武た
け

則の
り

さ
ん
が
、
震
災

の
教
訓
と
自
治
会
の
役
割
を

テ
ー
マ
に
講
演
し
、
市
民
１

３
０
人
が
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

震
災
当
時
、
宮
城
県
石
巻

市
の
三
陸
河
北
新
報
社
で
記

者
を
し
て
い
た
大
須
さ
ん

は
、
社
内
で
被
災
。
会
社
が

避
難
所
と
な
っ
た
時
の
状
況

な
ど
を
、
時
系
列
で
説
明
し

来
場
者
を
前
に
講
演
す
る
大
須
さ
ん

ま
し
た
。

　

大
須
さ
ん
は
「
災
害
を
自

分
ご
と
と
し
て
本
気
で
考
え

て
お
ら
ず
反
省
し
て
い
る
」

と
語
り
「
日
ご
ろ
か
ら
家
族

や
地
域
で
、
災
害
時
に
ど
う

す
れ
ば
い
い
か
考
え
る
場
を

持
つ
こ
と
が
重
要
」
と
訴
え

ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
地

理
を
知
り
被
害
を
想
定
す
る

こ
と
や
、自
宅
の
耐
震
診
断
、

市
防
災
ア
プ
リ
の
活
用
な
ど

の
備
え
や
、
周
囲
に
避
難
を

呼
び
か
け
な
が
ら
率
先
し
て

避
難
す
る
こ
と
の
大
切
さ
な

ど
、
体
験
か
ら
得
た
教
訓
を

来
場
者
に
伝
え
て
い
ま
し
た
。

　

２
月
１
日
、「
フ
レ
イ
ル

の
日
記
念
イ
ベ
ン
ト
２
０
２

４
」
を
開
催
。
加
齢
に
伴
う

筋
力
な
ど
の
低
下
の
程
度
を

測
る
フ
レ
イ
ル
測
定
会
や
記

念
講
演
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
は
、
フ
レ
イ

ル
予
防
に
取
り
組
む
き
っ
か

け
づ
く
り
を
目
的
に
、
市
が

一
般
社
団
法
人
ス
マ
ー
ト
ウ

エ
ル
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
と
共
催
し
ま
し
た
。

　

市
役
所
市
民
プ
ラ
ザ
で
行

わ
れ
た
測
定
会
で
は
、
脚
筋

力
や
血
流
測
定
な
ど
７
つ
の

コ
ー
ナ
ー
を
開
設
。
口
腔
機

能
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
コ
ー
ナ

ー
で
は
滑
舌
を
確
認
す
る
テ

ス
ト
、
か
ら
だ
年
齢
を
測
定

す
る
コ
ー
ナ
ー
で
は
腹
筋
や

前
屈
な
ど
で
、
体
の
状
態
を

確
認
し
て
い
ま
し
た
。

　

文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
た
記
念
講
演
会
に

は
、
約
２
５
０
人
が
来
場
。

筑
波
大
学
大
学
院
の
久く

野の

譜し
ん

也や

教
授
と
市
内
で
フ
レ
イ
ル

予
防
の
た
め
の
体
操
教
室
を

運
営
す
る
団
体
、
市
職
員
に

よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
や
、
筋
ト
レ
、
頭
の
体

操
、
口
腔
運
動
を
実
践
す
る

フ
レ
イ
ル
予
防
体
験
会
な
ど

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
。
来

場
者
は
、
講
師
と
一
緒
に
身

体
を
動
か
し
な
が
ら
、
フ
レ

イ
ル
予
防
の
知
識
を
深
め
ま

し
た
。

㊧パネルディスカッションを行う久野教授（左から２番目）と、㊨市内でフレイル予防のための体操教室を運営する団体、市職員

測
定
会
で
脚
筋
力
の
測
定
を
行
う
参
加
者

フ
レ
イ
ル
の
日
記
念
イ
ベ
ン
ト
２
０
２
４

健康寿命をのばそう

７つの測定コーナー開設 ／ 講演会に250人来場

市防災講演会
石巻震災伝承の会

代表理事 大須武則さん 東
日
本
大
震
災
の
教
訓
語
る
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